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平成 18年度

決算

ま
ず
は
わ
た
し

の
こ
と
を
知
っ

て
く
だ
さ
い

健
診
項
目 

1

一
般
会
計

「
歳
入
」「
歳
出
」

次
は

健
診
の
順
番
を

説
明
し
ま
す

氏名 平成 18年度
歳入歳出決算書

地方公共
団体コード 152137（燕市）

生年月日
（新市誕生日） 平成 18年３月 20日

年齢 １歳６カ月

健診日
（議会認定日） 平成 19年９月 28日

健診種別 決算と財政事情

●基本情報●

平成19年12月1日号 2

燕
市
財
政
の

       
健
康
診
断

◉ 

今
月
の
こ
だ
わ
り

新
し
く
燕
市
が
誕
生
し
て
早
い
も
の
で
１
年
８
カ
月
。
合
併
後
の
新
燕
市
と
し
て
始
め
て
１

年
を
通
し
て
仕
事
を
し
て
き
た
『
決
算
書
ち
ゃ
ん
』
が
、９
月
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
た
。

結
果
が
と
て
も
心
配
な
『
決
算
書
ち
ゃ
ん
』
は
も
う
ド
キ
ド
キ
。
き
ち
ん
と
健
康
診
断
を
受

け
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
な
ど
の
使
い
道
を
、
し
っ
か
り
と
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
身
長
36
・
５
セ
ン
チ
、
体
重
１

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
わ
た
し
の
体
に

は
、
１
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
仕

事
の
エ
キ
ス
が
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
凝

縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
を
少
し
の
ぞ
い
て
み
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
い
た
大
切
な
税
金
な
ど
を
、

無
駄
な
く
効
率
的
に
使
っ
て
い
け

る
よ
う
、
出
入
り
す
る
お
金
を
、

３
つ
の
会
計
に
振
り
分
け
て
管
理

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

①
一
般
会
計

②
特
別
会
計

③
企
業
会
計

　
通
常
出
し
入
れ
す
る
お
金
は
①

の
「
一
般
会
計
」
に
、
特
定
の
事

業
に
使
う
お
金
は
②
の
「
特
別
会

計
」
で
管
理
し
ま
す
。
こ
の
「
特

別
会
計
」
の
中
に
は
、「
国
民
健

康
保
険
」「
老
人
保
健
」「
介
護
保

険
事
業
」「
公
共
下
水
道
事
業
」「
土

地
取
得
」「
住
宅
団
地
造
成
事
業
」

「
企
業
団
地
造
成
事
業
」「
温
泉

保
養
セ
ン
タ
ー
」
の
８
つ
の
事
業

ご
と
に
区
切
り
が
あ
り
、
ほ
か

の
目
的
で
使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、③
の「
企
業
会
計
」は
、

成
18
年
度
決
算
額
は
「
黒
字
」
と
な
り
ま
す
。

　

翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
１
億
２
６
０
０
万

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
９
億
５
６
１
７

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

入ってきたお金の健診結果

自主財源 市が自分で確保
することができ
る収入

依存財源 国や県から交付
されるお金や借
入金など

　　 第１位　市税　　
　　　105億 1,609万円（33.1％）

市民税　　　44億 4,999万円

固定資産税　53億 7,804万円

軽自動車税     1億 6,096万円

市たばこ税     5億 2,710万円

　　 第2位　諸収入　　
　　　22億 711万円（7.0％）
　年度当初、産業育成資金など商工業者を
支援するため金融機関に預託したもので、年
度末に戻されたお金が主なものです。
　
　　 第3位　繰入金

　　　12億 5,364万円（3.9％）
　財源不足を補うためや特定の事業に充て
るために預金（基金）を解約したお金。
また、特別会計から受け入れたお金などが
主なものです。

     第 4位　その他
　　　　　 （負担金など）

　　　20億 4,644万円（6.4％）
　保育園の保護者負担金や公共施設の利用
料金収入、基金積立金の利子、寄附金や前
年度繰越金などです。

　　 第１位　地方交付税
　　　50億 9,386万円（16.0％）
　地方公共団体が一定の水準の仕事ができ
るように国から交付されるお金で、使途が特
定されていないものです。

　　 第2位　市債（借入金）
　　　42 億 4,993 万円（13.4％）
　道路などの社会資本整備や農業基盤整備
などの事業のために借り入れたお金です。こ
のうち合併特例債として、12 億 3,530 万円
借り入れました。
　
　　 第3位　国・県支出金

　　　38 億 1,466 万円（12.0％）
　特定の事務事業に対して国や県から交付
されるお金です。

       第4位　その他
　 （地方消費税交付金など）

　　　25 億 7,810 万円（8.2％）
　国が国税として徴収し、一定の基準によっ
て譲与される地方譲与税や、県が徴収した
税の一部を交付される地方消費税交付金、
自動車取得税交付金などがあります。

歳入

　

で
は
、「
決
算
書
ち
ゃ
ん
」
が

受
け
る
健
康
診
断
の
流
れ
に
つ
い

て
、
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

1
で
は
、「
一
般
会
計
」
に
入
っ

て
き
た
お
金
（
歳
入
）
や
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
使
っ
た
お
金

（
歳
出
）
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま

す
。

2
は
、市
が
持
っ
て
い
る
預
金（
基

金
）
や
、
借
金
（
市
債
）
の
残
高

に
つ
い
て
で
す
。

3
は
、
８
つ
の
事
業
ご
と
に
区
切

ら
れ
た「
特
別
会
計
」に
つ
い
て
。

そ
し
て
、
4
で
は
、
皆
さ
ん
が
普

段
利
用
し
て
い
る
水
道
を
経
理
す

る
「
企
業
会
計
」
の
中
身
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
5
で
は
、
こ
と
し
の

仕
事
で
あ
る
平
成
19
年
度
の
一
般

会
計
や
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の

９
月
末
ま
で
の
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。

　
準
備
は
い
い
で
す
か
。
そ
れ
で

は
、
わ
た
し
と
一
緒
に
最
初
の
健

診
室
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
18
年
度
、
一
般
会
計
に
入
っ
て
き
た
お
金
（
歳

入
）
は
、
３
１
７
億
５
９
８
３
万
円
。
そ
こ
か
ら
使
っ

た
お
金
（
歳
出
）
は
３
０
６
億
７
７
６
６
万
円
で
し

た
。
差
し
引
き
は
10
億
８
２
１
７
万
円
と
な
り
、
平

　　　　　　　　
　
　
自
主
財
源
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　

　　
　　

　　
　
　
　
依
存
財
源

歳入

市税
105 億 1,609 万円

（33.1％）

地方交付税
50 億 9,386 万円

（16.0％）

諸収入
22 億 711 万円

（7.0％）
繰入金

12 億 5.364 万円
（3.9％）

県支出金
10 億 9,491 万円（3.4％）

市債
42 億 4,993 万円

（13.4％）

繰越金
10 億 3,954 万円（3.3％）

国庫支出金
27 億 1,975 万円（8.6％）

地方消費税交付金
9 億 1,556 万円（2.9％）

分担金および負担金
6 億 1,297 万円（1.9％）

その他
3 億 9,393 万円
　　　　（1.2％）

地方譲与税
10 億 7,349 万円（3.4％）

その他
5 億 8,905 万円
　　　　（1.9％）

▲

一般会計
「歳入」決算額
317億 5,983万円

（50.4％） （49.6％）

おかげさまで、１
歳６カ月になりま
した。だいぶ大き
くなったでしょ…

法
律
に
よ
っ
て
自
治
体
で
も
収
益

が
認
め
ら
れ
て
い
る
水
道
事
業
を

経
理
す
る
会
計
で
す
。



歳出 

市民１人当たりに使われたお金
　民　生　費     　 79,298 円
　教　育　費 　  　49,463 円
　土　木　費　　　48,510 円
　公　債　費　　　42,296 円
　衛　生　費　　　39,381 円
　総　務　費　　　37,581 円
　商　工　費　　　32,436 円
　消　防　費　　　18,934 円
　農林水産業費　　  8,711 円
　そ　の　他　　　  6,895 円
         合　計　　　 363,505 円

健
診
項
目 

3

特
別
会
計

健診項目 4
企業会計（水道事業）

今月のこだわり
燕市財政の健康診断

平成19年12月1日号 4平成19年12月1日号5

使ったお金の健診結果

目的別
　　第１位　人件費　　

　　　53億 6,767万円（17.5％）
市議会議員・各種委員の報酬や、市の職員の給料など　

　　第2位　投資的経費
　　　50億 6,476万円（16.5％）
道路・歩道など社会資本の整備や農業基盤の整備など

　　第3位　負担金や補助金
　　　43億 5,474万円（14.2％）
一部事務組合の運営に対する負担金や、老人福祉施設などの
建設に対する補助金、各種団体への補助金

     第 4位　公債費
　　　38億 952万円（12.4％）
道路や公園などの整備をするため長期的に借りたお金の返済
            第5位　物件費
　　　36億 1,038万円（11.8％）
旅費、消耗品費や委託料など、他の経費に属さない経費

      第 6位　扶助費
　　　28億 5,750万円（9.3％）
各種福祉の助成、手当、医療給付など社会保障のための経費
        第 7位　繰出金
　　　27億 5,149万円（9.0％）
一般会計とは別に経理している特別会計へ繰り出したもの

　　第8位　投資および出資金・貸付金
　　　19億 2,481万円（6.3％）
県信用保証協会への出損金や産業育成資金などを金融機
関に預託したお金、教育費の奨学資金貸付金など

　　第9位　その他
　　　9億 3,679万円（3.0％）
後年度の財政負担に備えるため基金に積み立てたお金や、公共
施設の維持補修に要したものなど

▼一般会計「歳出」決算額
306億 7,766万円

老人保健
老人保健受給者の医療費を
賄う会計です。主な収入は支
払基金交付金と国、県、市
の負担金です。支出の 99％
は医療費。差し引き不足額
は、平成 19 年度の歳入から
繰り上げて補てんしました。

差引　2 億 4,942 万円
歳入 73 億 2,287 万円　歳出 70 億 7,345 万円

国民健康保険
自営業や農業、退職者など
の人の医療保険給付をする
会計です。主な収入は保険
税、国庫支出金、療養給付
費等交付金で、主な支出は
保険給付、老人保健拠出金
です。

差引　0 万円
歳入 1 億 9,156 万円　歳出 1 億 9,156 万円

土地取得
各年度に予定されている市道
新設改良整備事業、都市計
画整備事業の用地買収に伴
う代替地などの取得、売却
を行う会計です。土地開発
基金からの繰入金を財源とし
て運用を行っています。

差引　809 万円
歳入　7,814 万円　　　歳出　7,005 万円

企業団地造成事業
産業活動を推進するため、優
れた生産環境を整えた企業
用地を造成・維持管理する
ための会計です。

差引　1,205 万円
歳入　6,891 万円　　　歳出　5,686 万円

温泉保養センター
ふれあいパークてまりの湯を
維持管理するための会計で
す。主な収入は、入館料と
一般会計からの繰入金で、
支出では、従業員の賃金や
施設の修繕・光熱水費など
です。

教育費
41 億 7,435 万円

（13.6％）

総務費
31 億 7,165 万円

（10.3％）

商工費
27 億 3,738 万円

（8.9％）

衛生費
33 億 2,356 万円

（10.8％）

民生費
66 億 9,229 万円

（21.8％）

公債費
35 億 6,952 万円

（11.6％）

土木費
40 億 9,392 万円

（13.4％）

消防費
15 億 9,788 万円（5.2％）

農林水産業費
7 億 3,520 万円（2.4％）

議会費 2 億 7,500 万円（0.9％）
労働費・災害復旧費
　　9,563 万円（0.4％）

諸支出金 2 億 1,128 万円（0.7％）

※平成19年３月31日現在の人口84,394人で計算

性質別

歳出

　

皆
さ
ん
の
家
庭
と
同
じ
よ
う

に
、
市
に
も
預
金
と
借
り
た
お
金

が
あ
り
ま
す
。
市
の
預
金（
基
金
）

は
73
億
３
９
４
８
万
円
、
市
の
借

金
（
市
債
）
は
４
７
４
億
４
２
２

８
万
円
で
し
た
。

区　　分 平成18年度

財 政 調 整 基 金 14 億 6,845 万円

そ の 他 58 億 7,103 万円

合 　 　 計 73 億 3,948 万円

市 民 １ 人 当 た り 86,967 円

●預金残高（基金年度末残高）

区　　分 平成18年度

市 　 債 474 億 4,228 万円

市 民 １ 人 当 た り 562,152 円

●借金残高（市債年度末残高）

借　方 貸　方
項目 金額 項目 金額

営業費用 10 億 9,591 万円 営業収益 15 億 6,209 万円
営業外費用 2 億 2,411 万円 営業外収益 1,647 万円
特別損失 107 万円 特別利益 0 円
当年度純利益 ２億 5,747 万円

合計 15 億 7,856 万円 合計 15 億 7,856 万円

●損益計算書（平成18年4月1日〜平成19年 3月31日）

※消費税抜き

健
診
項
目 

2

預
金
や
借
金

差引　▲ 114 万円
歳入 65 億 821 万円　歳出 65 億 935 万円

介護保険事業
おもに 65 歳以上の高齢者の
介護にかかる費用を賄う会計
です。主な収入は、40 歳以
上の納付金、65 歳以上の保
険料、国県の負担金・補助
金、市の一般会計からの繰
入金などです。

歳入 49 億 9,051 万円　歳出 48 億 8,040 万円
差引　1 億 1,011 万円

差引　1 万円
歳入　1,574 万円　　　歳出　1,573 万円

住宅団地造成事業
市民生活の安定のため、安
心で住みやすいまちづくりを
目指して、良好な住環境が
整った住宅用地を造成・維
持管理するための会計です。

公共下水道事業
生活環境の向上と河川の汚
濁防止を目的に、下水道を
整備するための会計です。支
出の約 65％は、下水道を整
備するための管渠工事費など
です。

歳入 35 億 191 万円　歳出 33 億 9,553 万円
差引　1 億 638 万円

一般会計や特別会計とは違い、水道事
業は民間企業と同じような経営を行っ
ています。つまり、どのくらいの投資
でどのくらいの利益を上げることがで

きたかが、大きなポイントになります。
貸借対照表では財政状況を、損益計算
書では収入と支出による経営成績を知
ることができます。

借　方 貸　方
項目 金額 項目 金額

固定資産 131 億 1,106 万円 固定負債 7,013 万円
流動資産 13 億 4,914 万円 流動負債 1 億 6,120 万円

資本金 102 億 1,042 万円
剰余金 40 億 1,845 万円
(うち当年度純利益) 2 億 5,747 万円

合計 144 億 6,020 万円 合計 144 億 6,020 万円

●貸借対照表（平成19年3月31日現在）

　
「
特
別
会
計
」
は
、
決
め
ら
れ
た
特
定
の
事

業
を
行
う
場
合
に
、
特
定
の
収
入
を
も
っ
て
そ

の
事
業
に
あ
て
る
た
め
、
一
般
会
計
と
は
区
別

し
て
経
理
し
て
い
ま
す
。

　
市
に
は
８
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
、
ど
の
会

計
も
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
大
切
な
お
金
な
の
で
す
。　



平成 19年度

財政
事情

健
診
項
目 

5

今
年
度
予
算

の
執
行
状
況

今月のこだわり
燕市財政の健康診断

●平成19年度一般会計予算の執行状況（平成19年9月30日現在）

市　債 企業債 一時借入金
一般会計 263億4,235万円 水道事業 49億7,050万円 一般会計 0円
特別会計 199億1,167万円 特別会計 0円

合計 462億5,402万円 合計 49億7,050万円 合計 0円

●借入金の状況（平成19年9月30日現在）

●流動資産とは…現金や
預金、未収金などのこと
です。

●固定負債とは…修繕引当
金のことです。

●流動負債とは…未払金や前受金などのこ
とです。

●市債・企業債とは…市が大きな事業を実施
するときに国や金融機関などから借り入れた
お金です。
●一時借入金とは…歳出予算の支出に充てる
ために不足する資金を一時的に借り入れ、そ
の会計年度の歳入をもって返済するものです。
●基金とは…特定の目的のために財産を維
持し、資金を積み立てたり、定額の資金を
運用するために設けられる資金や財産で、
条例により設置できます。

●企業会計(水道事業）

※消費税抜き。

借　方 貸　方
項目 金額 項目 金額

営業費用 5 億 1,502 万円 営業収益 7 億 8,750 万円
営業外費用 1 億 0,473 万円 営業外収益 175 万円
特別損失 109 万円 特別利益 0 円
当年度純利益 1 億 6,841 万円

合計 7 億 8,925 万円 合計 7 億 8,925 万円

【損益計算書】（平成19年4月1日〜平成19年 9月30日）

借　方 貸　方
項目 金額 項目 金額

固定資産 129 億 2,538 万円 固定負債 6,832 万円
流動資産 14 億 2,897 万円 流動負債 6,815 万円

資本金 100 億 3,102 万円
剰余金 40 億 1,845 万円
(うち当年度純利益) 1 億 6,841 万円

合計 143 億 5,435 万円 合計 143 億 5,435 万円

【貸借対照表】（平成19年9月30日現在）　　　　

区　分 残　高 区　分 残　高
財政調整基金 8億6,845万円 一般旅券印紙等購買基金 0万円
減債基金 89万円 国民健康保険給付準備基金 2億9,256万円
その他特定目的基金 44億2,646万円 合計 55億8,836万円

●基金の状況（平成19年9月30日現在）

※その他特定目的基金とは、学校を建設する資金などの特定の目的のために積み立てるものです。

会計名 予算額 収入額 収納率 支出額 執行率
国民健康保険特別会計 76 億 5,198 万円 29 億 1,623 万円 38.1％ 31 億 6,982 万円 41.4％
老人保健特別会計 66 億 2,435 万円 25 億 5,193 万円 38.5％ 27 億 4,986 万円 41.5％
介護保険事業特別会計 49 億 1,433 万円 21 億 9,018 万円 44.6％ 21 億 2,827 万円 43.3％
公共下水道事業特別会計 36 億 7,396 万円 2 億 8,394 万円 7.7％ 8 億 2,613 万円 22.5％
土地取得特別会計 10 億 2,000 万円 4 億 3,127 万円 42.3％ 2,622 万円 2.6％
住宅団地造成事業特別会計 2,084 万円 1 万円 0.0％ 260 万円 12.5％
企業団地造成事業特別会計 30 万円 809 万円 2696.7％ 0 万円 0.0％
温泉保養センター特別会計 6,007 万円 3,205 万円 53.4％ 1,998 万円 33.3％

合計 239 億 6,583 万円 84 億 1,370 万円 35.1％ 89 億 2,288 万円 37.2％

●平成19年度特別会計予算の執行状況（平成19年9月30日現在）

※収入額から支出額を差し引いた額がマイナスの会計がありますが、これは会計間での資金の融通や基金からの繰り替えで運用を行っ
　ています。
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各
会
計
の
収
納
、
執
行
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。
負
担
金
や
使

用
料
・
手
数
料
な
ど
、
歳
入
の
確

保
に
努
め
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と
と
も
に
、
歳
出
で

は
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率
的
な
執
行
を
図
り
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が

ら
、
財
政
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健
全
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
、「
市
の
財
政

が
今
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の

か
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら

せ
し
、
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
２
回
、

定
期
的
に
「
財
政
事
情
の
公
表
」

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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農林水産業費

そ の 他

25億1,580万円
71億0,518万円

  8億0,496万円
52億0,740万円

15億2,125万円
51億7,252万円

25億6,373万円
39億1,923万円

14億3,272万円
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27億7,330万円
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30億1,809万円
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17億6,546万円
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  8億0,558万円
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地方消費税交付金

県 支 出 金

そ の 他

  60億0,148万円
112億1,583万円

27億5,313万円
46億8,665万円

  3億3,165万円
31億0,962万円

       8,359万円
30億3,606万円

  7億5,561万円
17億4,217万円

10億8,217万円
10億8,217万円

  5億2,866万円
  9億3,100万円

  4億6,829万円
12億7,174万円

  8億4,864万円
18億8,136万円

53.5％

2.7％

58.7％

10.7％

2.8％

43.4％

36.8％

100.0％

56.8％

45.1％

扌歳入
129億9,112万円
339億7,200万円

38.2％

37.6％

扌歳出
127億6,925万円
339億7,200万円

区 分 名
収入・支出済額
予算現額

■は収納・執行率（％）

☞グラフの見方☜

  1億3,790万円
50億1,540万円

歳
入

歳
出健診の

所　見

燕市代表監査委員

齋藤　稔さん
（吉田浜首町）
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基
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用
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と
認

め
ま
し
た
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燕
市
と
し
て
、
今
後
も
引
き
続
き
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し
い
財
政
状

況
の
中
、市
民
の
た
め
、よ
り
一
層
の
「
行
政
改
革
」

と
「
職
員
の
意
識
改
革
」
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新

市
建
設
計
画
や
総
合
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た
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務
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推
進
し
、
か
つ
健
全
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。
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特
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庁
舎
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】
終
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り



●問い合わせ　人事秘書課人事係　☎ 0256・92・2111　内線 346人事
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区　分 研修名 受講者数

研
修
所
研
修

県自治会館研修
階層別研修（一般職員） 25人専門研修（福祉・医療、行政評価、契約事務等）

県自治研修所研修
階層別研修（主任、係長、課長補佐、課長） 51人専門研修（説明力強化、政策形成、企画力開発等）

市町村職員中央研修所研修 地方公務員制度、法令事務、企画事務等 5人

庁内研修

管理職員研修 54人
行政経営改革研修 115人
メンタルヘルス研修 114人
男女共同参画推進関係研修 29人
セクシュアル・ハラスメント対策研修 37人
合　計 430人

❻職員の研修と勤務成績の評定の状況（平成18年度）

●勤務成績の評定の状況

●職員の研修の状況

職員の能力開発と組織の活性化を図るために、能力・実績を重視した人材育成型の
人事評価制度の導入に向けて、調査・研究を行っています。

休暇の種類 付与日数
年次有給休暇 年度ごとに20日間付与され、20日を超えない範囲内の残日

主
な
特
別
休
暇

結婚休暇 連続5日以内
産前産後休暇 産前6週、産後8週
妻の出産休暇 2日以内
育児時間休暇 1日2回各30分以内
骨髄ドナー休暇 必要とする期間
ボランティア休暇 5日以内
子の看護休暇 5日以内
忌引休暇 続柄により1～10日
夏季休暇 4日以内

❸職員の勤務条件の状況

●勤務時間

●休暇

始業時刻 終業時刻 休憩時間 休日等

午前8時30分 午後5時30分 正午〜午後1時

日曜日・土曜日
国民の祝日
年末年始

（12月29日〜1月3日）

市
の
人
事
行
政
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
燕
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
職

員
の
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

区　分 給料・報酬月額 期末手当支給割合
市　長 787,600円

 6月期　1.60月分
12月期　1.75月分
　計　　3.35月分

副市長 598,400円
議　長 358,900円
副議長 297,700円
議　員 283,200円

●主な手当の種類とその内容（平成19年 4月 1日現在）

●特別職の報酬等（平成19年 4月 1日現在）

歳出額Ａ 人件費Ｂ 人件費率Ｂ/Ａ
298億2,424万円 53億6,767万円 18.0％

職員数Ａ
給　与　費 一人当たり 

給与費Ｂ/Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ
626人 24億3,585万円 2億8,343万円 9億5,852万円 36億7,780万円 587万円

区　分 平均年齢 平均給料月額 ラスパイレス指数
一般行政職 44歳1月 339,822円 92.4
技能労務職 46歳2月 281,395円 101.2

区　分 初任給
経験年数

10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

一般行政職 大学卒 170,200円 266,012円 325,110円 345,350円
高校卒 138,400円 220,743円 275,683円 316,869円

技能労務職 高校卒 135,600円 207,500円 250,200円 270,173円

❷ 職員の給与の状況

●人件費の状況（平成18年度普通会計決算）

●職員給与費の状況（平成18年度普通会計決算）

●平均年齢と平均給料月額（平成19年４月 1日現在）

●初任給と経験年数別、学歴別の平均給料月額（平成19年４月 1日現在）

期
末
・
勤
勉
手
当

期末手当 勤勉手当 扶
養
手
当

配偶者 13,000円
６月期 1.40月分 0.725月分 配偶者以外 各6,000円
12月期 1.60月分 0.725月分 （16から22歳の子一人につき

5,000円加算）
計 3.00月分 1.45月分

住
居
手
当

借家…月額12,000円を超える家賃
を支払っている職員に対し、家賃額
に応じ最高27,000円まで
自宅…新築、購入後５年間　2,500円

※職制上の段階、職務の級等による
　加算措置あり

退
職
手
当

支給率 自己都合 定年・勧奨
勤続20年 23.500月分 30.550月分
勤続25年 33.500月分 41.340月分

通
勤
手
当

電車・バス等利用者…負担している
運賃額に応じ最高55,000円まで
自動車等利用者…使用距離に応じ最
高24,500円まで

勤続35年 47.500月分 59.280月分
最高限度 59.280月分 59.280月分
加算措置 定年前早期退職の場合は1年

につき2％加算（20％限度）

人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て

※人件費には特別職に支給される給料、報酬などを
含みます。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 と
した場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

※職員手当には退職手当負担金を含みません。

平成19年度 717人
平成18年度 730人

差　引 △13人
（内訳）
平成18年度退職　△16人
平成19年度採用  　＋3人
計    　　　　　　△13人

❶ 職員の任免と職員数に関する状況

●職員の任免と職員数の状況（各年度4月 1日現在）
※職員数は一般職（教育長含む）に属する職員の数です。
市職員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨
時または非常勤職員を除いています。

区　分 平成18年度
（基準年次） 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

計　画 730 人 717 人 704 人 690 人 676 人 661 人

実　員 職員数 730 人 717 人
差　引 0 人 0 人

●職員数の推移と計画値

※平成 19年 3月に定員適正化計画を策定し、平成 18年度から 22年度の 5年間で職員数を 69人（9.5％）削減する
目標を定めました。

89

❼職員の福祉と利益の保護の状況（平成18年度）

●健康診断等の受診状況 ●公務災害と通勤災害の発生件数

定期健康診断　337人
人間ドック　　341人

公務災害　5件
通勤災害　0件

❽公平委員会の業務の状況（平成18年度）

職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求　0件
職員に対する不利益処分に関する不服申立て　　　　　　　  0件

❹職員の分限処分と懲戒処分の状況
　（平成18年度）

●分限処分の状況

●懲戒処分の状況

❺職員の服務の状況（平成18年度）

休　職　３人（心身の故障）

職務専念義務免除　　6件
営利企業等従事許可　0件

な　し



●問い合わせ　教育総務課　☎ 0256・63・4131　内線 777

　

燕
南
小
学
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と
燕
中
学
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に
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て
は
、
現
在
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る
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体
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ま
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南
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移
転
し
て
の
改
築
と
な
り
ま
す
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各
検
討
委
員
会
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
の

代
表
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
委

員
に
委
嘱
し
、
お
の
お
の
6
回
程

度
、
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
各
検
討
委
員
会
で
は
、
周
辺

の
市
で
新
し
く
建
設
さ
れ
た
校
舎

を
視
察
に
行
く
な
ど
し
て
、
現

在
、
ど
の
よ
う
な
学
校
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
調
査
・

研
究
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
域
の
皆
さ
ん
、
各
学
校
か

ら
の
要
望
・
提
言
な
ど
を
基
本
設

計
（
案
）
に
反
映
さ
せ
、
よ
り
良

い
校
舎
を
つ
く
る
た
め
の
真
剣
な

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
検
討
委
員
会
か
ら
提
案
を

い
た
だ
い
た
基
本
設
計
（
案
）
に

つ
い
て
は
、
市
議
会
に
報
告
し
、

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

そ
れ
ら
の
意
見
や
予
算
な
ど
も
考

慮
し
た
う
え
で
基
本
設
計
を
完
成

さ
せ
、
実
施
設
計
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　学校周辺には災害時に避難
施設となるものが少ないこと
から、屋内運動場だけでなく
普通教室なども含めて、避難
施設として校舎を利用できる
ようにしました。また、燕南
小学校区はソフトボールが盛
んな地域であり、現在は他の
施設を使っていますが、常に
練習場として利用できるよ
う、現在のグラウンドの形状
を維持するように校舎の配置
を考慮しました。

市では、新市建設計画に登載されてい
る燕南小学校、吉田南小学校、燕中学
校の改築について、各小中学校に建設
検討委員会を設け、基本設計（案）の検
討をお願いしてきました。
10 月 29 日、各検討委員会の委員長
から基本設計（案）の提案がされました
ので、お知らせします。

　現在の学校から移転して改
築するため、校舎等の配置で
はグラウンドに１００ｍ走が
できるようコースを配置し、
校舎は低層を基本とし、屋内
運動場やプールなどを配置し
ました。
　児童クラブについては、そ
の用地を学校敷地内に確保し
ましたが、どのように建設し
ていくかは今後、協議を進め
ていくこととなります。

　校舎建設にあたっては、生
徒の学習の妨げとならないよ
う仮校舎の利用を最小限にす
ることを条件に検討し、プー
ル跡地と中庭に新校舎を配置
するようにしました。
　また、校地内に十分な緑地
帯や駐車場、駐輪場が確保で
きるように考慮しました。な
お、プールの設置について
は、今後検討します。

教育

10月 29日、小林市長へ基本設計（案）を手渡す、
各検討委員会の皆さん。上から順に、笠原委員長
（燕南小学校）田辺委員長（吉田南小学校）、清野
委員長（燕中学校） 燕

南
小
学
校

吉
田
南
小
学
校

燕
中
学
校

改
築
に
つ
い
て

燕南小学校

吉田南小学校

燕中学校
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問い合わせ

く
ら
し
の　
　

情
報

●吉田庁舎　
〒 959-0295
燕市吉田日之出町
１番１号
☎ 0256·92·2111
ＦＡＸ 0256·93·3210
●燕庁舎
〒 959-1295
燕市白山町２丁目
７番 27 号
☎ 0256·63·4131
ＦＡＸ 0256·63·9845
●分水庁舎
〒 959-0195
燕市分水桜町
３丁目３番１号
☎ 0256·97·2111
ＦＡＸ 0256·97·2115
●燕市
　ホームページ
www.city.
tsubame.niigata.jp

鍵 き
ー

くらしのキー情報｜講座・教室

1
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

2007・2008 燕市産業カレンダー

講
座
・
教
室

12
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

平成19年12月1日号13

　平成20年4月からスタート

後期高齢者
医療制度って？

シリーズ

　75 歳以上の人の医療保険制度が、来年４月か
ら「後期高齢者医療制度」として新たにスタート
します。「広報つばめ」毎月１日号で、制度のポイ
ントをＱ＆Ａで分かりやすく解説していきます。

第5回

医療給付の内容について

●問い合わせ　
保険年金課年金医療係（燕庁舎）
☎0256・63・4131　内線 556

子
ど
も
料
理
教
室

　　
楽
し
い
冬
休
み
。
ク
リ
ス
マ
ス

も
待
ち
遠
し
い
こ
の
時
期
に
、
子

ど
も
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
お
い
し
い
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き　

12
月
22
日
㈯　

 

午
前

10
時
～
午
後
１
時

●
と
こ
ろ　
燕
市
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム

●
講
師　
丸
山
成
子
さ
ん
、
小
林

民
世
さ
ん

●
参
加
費　
１
０
０
０
円
（
材
料

費
）

●
対
象　
市
内
小
学
校
４
～
６
年

生
と
中
学
生

●
定
員　
25
人
（
先
着
順
）

●
内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作

り　●
募
集
期
間　
12
月
５
日
㈬
か
ら

●
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
０

２
５
６
・
63
・
７
０
０
１

家
庭
教
育
講
演
会

　
「
保
護
者
・
大
人
・
地
域
は
ど

の
よ
う
に
子
育
て
に
か
か
わ
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い

合
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
１
月
６
日
㈰　
午
後
２

時
開
演

●
と
こ
ろ　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

●
保
育
ル
ー
ム　
定
員
10
人
・
無

料
。
予
約
が
必
要
で
す
。

●
入
場
料　
無
料

●
主
催　
燕
市
教
育
委
員
会

●
講
師　
植
木
信
一
さ
ん
（
県
立

新
潟
女
子
短
期
大
学
准
教
授
）

●
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
（
福
）
名
古
屋
キ
リ
ス
ト
教
社

会
館
児
童
指
導
員
。
日
本
福
祉
大

学
大
学
社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉

学
科
卒
業
。
東
洋
大
学
大
学
院
に

て
社
会
福
祉
学
修
士
を
取
得
。
現

在
は
燕
市
幼
児
保
育
・
幼
児
教
育

基
本
計
画
検
討
委
員
会
会
長
、
新

潟
市
東
区
自
治
協
議
会
委
員
、
新

潟
市
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
懇

談
会
委
員
、
新
潟
市
に
い
が
た
っ

子
す
こ
や
か
未
来
市
民
委
員
会
委

員
、
柏
崎
市
か
し
わ
ざ
き
こ
ど
も

夢
ぷ
ら
ん
推
進
協
議
会
委
員
な

ど
。
学
会
に
お
い
て
も
、
日
本
福

祉
学
会
、
日
本
児
童
育
成
学
会
、

日
本
介
護
福
祉
学
会
な
ど
の
正
会

員
と
し
て
第
一
線
で
活
躍
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
０

２
５
６
・
63
・
７
０
０
１

パ
ソ
コ
ン
講
座

【
入
門
編
】

□
パ
ソ
コ
ン
初
級
総
合
コ
ー
ス

内
容　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
を

対
象
に
、W

indow
s

、
ワ
ー
プ

ロ
ソ
フ
ト(

ワ
ー
ド)

、
表
計
算

ソ
フ
ト(

エ
ク
セ
ル)

、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
初
歩
的
な
操
作

●
期
日　
１
月
16
日
㈬
～
２
月
８

日
㈮
の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日 

の
10
日
間　
２
月
６
日
㈬
を
除
く

●
受
講
料　

３
万
円(

テ
キ
ス
ト

代
含
む)

【
初
級
編
】

□
エ
ク
セ
ル
初
級

●
期
日　
１
月
17
日
㈭
、
１
月
22

日
㈫
、
１
月
24
日
㈭
、
１
月
29
日

㈫
の
４
日
間

●
受
講
料　

１
万
３
千
円(
テ
キ

ス
ト
代
含
む)

□
ワ
ー
ド
初
級

●
期
日　
１
月
31
日
㈭
、
２
月
５

日
㈫
、
２
月
７
日
㈭
、
２
月
12
日

㈫
、
２
月
14
日
㈭ 

の
５
日
間

●
受
講
料　

１
万
５
千
円(

テ
キ

ス
ト
代
含
む)

■
全
て
の
講
座
に
お
い
て

●
時
間　
昼
の
部
…
午
後
１
時
３

０
分
～
４
時
／
夜
の
部
…
午
後
６

時
30
分
～
９
時

●
定
員　

各
10
人(

最
少
開
講
人

数
３
人
）

●
と
こ
ろ　

県
央
地
場
産
セ
ン

タ
ー
別
館
三
条
・
燕
地
域
リ
サ
ー

チ
コ
ア

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

㈶
新
潟
県
県
央
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
産
業
振
興
部
支

援
情
報
課　
☎
０
２
５
６
・
32
・

５
８
０
８
／
ＦＡＸ
０
２
５
６
・
32
・

５
７
０
３
／
メ
ー
ル jyouhou@

kenohjiba.or.jp

Ｑ　
受
け
ら
れ
る
給
付
内
容
は
ど

う
な
る
の
？ 

Ａ　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

は
、
現
在
の
老
人
保
健
制
度
と
同

様
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

❶
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き

●
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き

（
療
養
の
支
給
・
訪
問
看
護
療
養

費
の
支
給
）

　
病
気
や
ケ
ガ
で
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
と
き
や
、
訪
問
看
護
を
利

用
し
た
と
き
は
、
か
か
っ
た
医
療

費
の
１
割
（
現
役
並
み
所
得
者
は

３
割
）
の
自
己
負
担
で
受
診
で
き

ま
す
。

❷
入
院
し
た
と
き
（
入
院
時
食
事

療
養
費
の
支
給
・
入
院
時
生
活
療

養
費
の
支
給
）

●
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
や
療

養
病
床
に
入
院
し
た
と
き
は
、
食

費
と
居
住
費
の
一
部
を
自
己
負
担

し
ま
す
。

❸
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

●
１
カ
月
の
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
（
高
額
医
療
費
の
支

給
）

　
同
じ
月
内
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
定
め
ら
れ
た
限

度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
申
請
し

て
認
め
ら
れ
る
と
限
度
額
を
超
え

た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

平成19年12月1日号 12

所得区分
（医療機関窓口で

支払う
自己負担割合）

高額医療費の自己負担限度額
（月額）

高額医療・高額
介護合算制度の
自己負担限度額
（年額）

外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

医療費＋介護医
療サービス

現役並み所得者
（３割負担） 44,400 円

80,100 円＋（医
療 費 － 267,000
円）× 1%

670,000 円

一般（１割負担） 12,000 円 44,400 円 560,000 円
低所得者Ⅱ
（１割負担） 8,000 円 24,600 円 310,000 円

低所得者Ⅰ
（１割負担） 8,000 円 15,000 円 190,000 円

所得区分 所得条件

現役並み
所得者

同一世帯（下記※参照）の後期高齢者医療制度被保険者の
中に、課税所得 145 万円以上の所得者がいる人。ただし、
課税所得が 145 万円以上でも下記に該当する人は、申請に
より１割負担となります。
●同じ世帯に後期高齢者医療制度の被保険者が一人の場合
…その人の収入合計金額が 383 万円未満
●同じ世帯に後期高齢者医療制度の被保険者が複数いる場
合…その複数人の収入合計金額が 520 万円未満
※平成 20 年７月までは、70 歳から 74 歳の国保または被
用者保険の加入者も含みます。

一般 『現役並み所得者』、『低所得者Ⅱ』、『低所得者Ⅰ』以外の人 
低所得者Ⅱ 世帯全員が住民税非課税で、『低所得者Ⅰ』以外の人 

低所得者Ⅰ
世帯全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・
控除（年金の所得は控除額を 80 万円で計算）を差し引いた
時に０円となる人 

●
医
療
費
と
介
護
保
険
の
自
己
負

担
の
合
算
額
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
（
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

制
度
）

　
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
で
、
医

療
費
と
介
護
保
険
の
１
年
間
の
自

己
負
担
額
を
合
算
し
た
金
額
が
定

め
ら
れ
た
限
度
額
を
超
え
た
場
合

は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
限

度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

❹
申
請
し
て
あ
と
か
ら
受
け
る
給

付
（
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
い
っ

た
ん
全
額
自
己
負
担
し
ま
す
が
、

市
町
村
窓
口
に
申
請
し
て
認
め
ら

れ
る
と
、
自
己
負
担
分
を
除
い
た

金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
）

●
急
病
な
ど
で
や
む
を
得
ず
保
険

証
を
持
た
ず
に
受
診
し
た
と
き

や
、
医
師
の
指
示
で
転
院
な
ど
の

移
送
費
用
が
か
か
っ
た
と
き
。

●
海
外
渡
航
中
に
治
療
を
受
け
た

と
き
。
た
だ
し
、
治
療
目
的
の
渡

航
は
除
き
ま
す
。

●
医
師
が
必
要
と
認
め
た
コ
ル

セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
を
作
っ
た

り
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
施
術
を
受
け
た
と
き

●
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

は
、
葬
祭
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼高額医療費等の自己負担限度額

▼所得区分と所得条件

●新潟県後期高齢者医療広域連合のホームページ（http://www.niigata-kouiki.
jp）もご覧ください。
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正
月
花
講
習
会

　　

正
月
花
を
生
け
て
み
ま
せ
ん

か
。
盛
花
や
瓶
花
な
ど
、
ご
希
望

の
も
の
を
ど
う
ぞ

●
と
き　
12
月
27
日
㈭

昼
の
部　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

夜
の
部　
午
後
7
時
～
9
時

●
定
員　
そ
れ
ぞ
れ
15
人

●
と
こ
ろ　
吉
田
公
民
館

●
参
加
費　

２
５
０
０
円　
（
花

代
・
当
日
納
入
）

●
講
師　
赤
川
淳
麗
さ
ん

●
持
っ
て
く
る
も
の　
古
新
聞
・

は
さ
み
・
タ
オ
ル　
※
花
器
、
花

留
は
用
意
し
ま
す
が
、
持
参
し
て

も
結
構
で
す
。

●
申
込
締
切　

12
月
25
日
㈫

●
申
し
込
み　
吉
田
公
民
館
☎
０

２
５
６
・
92
・
４
１
１
１
へ

こ
ま
の
お
っ
ち
ゃ
ん
の

こ
ま
の
サ
ー
カ
ス

　
日
本
独
楽
（
こ
ま
）
博
物
館
の

館
長
で
あ
る
、
＂
こ
ま
の
お
っ

ち
ゃ
ん
＂
こ
と
藤
田
由
仁
さ
ん
が

や
っ
て
来
ま
す
。中
国
ご
ま（
デ
ィ

ア
ボ
ロ
）
や
ベ
ー
ご
ま
も
体
験
で

き
ま
す
よ
。

●
と
き　
12
月
8
日
㈯　
午
後
３

時
～
５
時

●
と
こ
ろ　
こ
ど
も
の
森
☎
０
２

５
６
・
61
・
１
５
５
１

じ
ば
さ
ん

年
末
刃
物
特
価
市
07

●
と
き	

12
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

（
９
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

県
央
地
場
産
セ
ン

タ
ー

●
入
場
料　
無
料

●
内
容　

三
条
名
匠
会　

三
条
の
職
人
が

作
っ
た
包
丁
、
鋏
（
は
さ
み
）、

剪
定
鋸
（
の
こ
ぎ
り
）、ハ
ン
マ
ー

な
ど
の
商
品
の
販
売

刃
物
特
価
市
コ
ー
ナ
ー　
刃
物
を

中
心
と
し
た
大
即
売
会

う
ま
い
も
の
市　
う
ま
い
も
の
特

産
品
の
販
売

包
丁
研
ぎ
実
演　
切
れ
味
の
落
ち

た
包
丁
を
プ
ロ
の
手
仕
事
で
研
ぎ

直
し
い
た
し
ま
す
。
有
料
（
５
０

０
円
か
ら
）。
受
け
付
け
は
午
後

３
時
ま
で

ラ
シ
ャ
切
鋏
研
ぎ
実
演　
切
れ
味

の
悪
い
ハ
サ
ミ
を
研
ぎ
直
し
い
た

し
ま
す
。
有
料
（
９
０
０
円
か

ら
）。
受
け
付
け
は
午
後
３
時
ま

でま
な
板
削
り
実
演　
黒
ず
ん
だ
ま

な
板
や
使
い
こ
ん
だ
ま
な
板
を
プ

ロ
の
鉋
（
か
ん
な
）
さ
ば
き
で
ツ

ル
ピ
カ
に
い
た
し
ま
す
。
ご
家
庭

の
ま
な
板
に
限
り
ま
す
。有
料（
片

面
５
０
０
円
か
ら
）。
受
け
付
け

は
午
後
３
時
ま
で

北
海
道
味
覚
市　
北
海
道
の
特
産

品
や
魚
介
類
、
珍
味
販
売
な
ど
の

販
売

益
子
焼
陶
器
市　
皿
や
酒
器
、
茶

器
な
ど
実
用
器
を
多
数
展
示
即
売

五
泉
ニ
ッ
ト
販
売　
生
産
高
日
本

一
を
誇
る
五
泉
の
ニ
ッ
ト
の
販
売

体
験
工
房　
包
丁
研
ぎ
教
室
、
竹

細
工
教
室
。各
教
室
と
も
有
料（
５

０
０
円
か
ら
）

●
問
い
合
わ
せ　
県
央
地
場
産
セ

ン
タ
ー
物
産
観
光
課
☎
０
２
５

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

献
血
バ
ス
に
よ
る
全
血
献
血

（
４
０
０
ｍ
ｌ
・
２
０
０
ｍ
ｌ
）

を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
あ
た

た
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
吉
田
地
区
】

■
㈱
新
印
青
果
西
部
卸
売
市
場

●
と
き　
12
月
６
日
㈭　
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

■
県
立
吉
田
病
院

●吉田庁舎　
〒 959-0295
燕市吉田日之出町
１番１号
☎ 0256·92·2111
ＦＡＸ 0256·93·3210
●燕庁舎
〒 959-1295
燕市白山町２丁目
７番 27 号
☎ 0256·63·4131
ＦＡＸ 0256·63·9845
●分水庁舎
〒 959-0195
燕市分水桜町３丁
目３番１号
☎ 0256·97·2111
ＦＡＸ 0256·97·2115

問い合わせ

催
し

健
康
・
福
祉

●第三者行為の届け出
　第三者（自分以外の人）が原因となったケガ
や病気についても、届け出により国民健康保険
で治療を受けることができます。ただし、加害
者からすでに治療費を受け取っている場合は、
給付対象にはなりません。
　なお、自損事故の場合は、一般的には国民健
康保険の給付対象になりますが、酒酔い運転や
無免許運転などの悪質な法令違反の場合は、給
付対象にはなりません。
※お届けいただけない場合には、７割の医療費
を返還していただくことがあります。
●第三者行為とは
　第三者行為として、最も代表的な事例が交通
事故になります。その他では、他人の家の犬に
かまれた場合やゴルフボールを当てられた場合
などが考えられます。
●医療費は加害者が負担
　第三者の行為により病院または診療所にか
かった場合は、第三者がその医療費などを負担
することになります。ただし、国民健康保険加
入者の過失分は、国民健康保険から医療の給付
を受けることになります。
●国民健康保険を使った場合
　お届けをいただき、国民健康保険を使われた
場合には、かかった医療費のうち、第三者が負
担すべき医療費分を燕市が、後から第三者に請
求します。

●示談をする前に
　被害者と加害者の話し合いがついて示談をし
てしまうと、その示談の内容が優先されるため、
国民健康保険で立て替えた医療費を加害者に請
求できなくなる場合がありますから、示談は慎
重にしてください。示談をする場合は、事前に
ご連絡いただくとともに、示談成立の場合は、
すみやかに示談書の写しを提出してください。
●提出していただく書類
　以下の説明を参考に書類を作成し、できるだ
け早く届け出をしてください。

●その他
　治療が完了・中止されたとき、示談された場
合には、必ずご連絡いただきますようお願いい
たします。

６
・
32
・
２
３
１
１

長
善
館
史
料
館

第
４
回
企
画
展

忠
臣
蔵
12
詠
ほ
か

　　
二
代
・　
軒
先
生
が
、
長
善
館

で
勉
強
の
合
間
に
語
ら
れ
た
赤
穂

浪
士
の
物
語
を
、
大
幅
の
書
12
枚

で
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。
他
に

も
、
富
取
芳
斉
の
絵
３
点
な
ど
も

特
集
し
ま
し
た
。

●
と
き　
12
月
27
日
㈭
ま
で

●
入
館
料　
大
人
１
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　
長
善
館
史
料
館

☎
０
２
５
６
・
93
・
５
４
０
０

書類の名称 必要
部数 作成時の留意事項

第三者行為
による被害

届
1

・「発病の原因又は負傷等の
状況」欄は、できるだけ詳
しく記入してください。
・「加害者」欄は、記入もれ
のないようにお願いします。
・「自賠責保険」欄は、加害
者の自動車損害賠償責任保
険証明書を参考に記入して
ください。

事故発生状
況報告書 １

・図の説明は良く分かるよ
うにできるだけ詳しく記入
してください。
・できる限り加害者・被害
者双方確認のうえ記入して
ください。

念書
（被害者側） １

・被害者（国民健康保険を
使用して治療を受けた人）
が作成します。
・未成年者である時には、
その親権者が署名、捺印し
てください。

交通事故証
明書 1 写し（コピー）を１通提出

してください。

●
と
き　
12
月
６
日
㈭　
午
後
１

時
～
午
後
３
時
30
分

【
燕
地
区
】

■
県
央
サ
テ
ィ

●
と
き　
12
月
24
日
㉁　
午
前
10

時
～
11
時
45
分
／
午
後
１
時
～
４

時■
県
央
サ
テ
ィ

●
と
き　
12
月
28
日
㈮　
午
後
１

時
30
分
～
４
時

●
問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課

健
康
推
進
係
（
燕
庁
舎
）
内
線
２

２
７県

立
吉
田
病
院
「
皮
膚
科
」

外
来
診
療
日
の
変
更

　
県
立
吉
田
病
院
の
皮
膚
科
の
外

来
診
療
日
が
、
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

　
皮
膚
科
外
来
を
初
め
て
受
診
さ

れ
る
人
の
み
、
月
・
水
曜
日
に
も

受
診
で
き
ま
す
。
受
付
時
間
の
午

前
8
時
30
分
か
ら
10
時
に
来
院
し

て
く
だ
さ
い
。
火
・
木
・
金
曜
日

は
従
来
の
と
お
り
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
県
立
吉
田
病
院

医
事
室
☎
０
２
５
６
・
92
・
５
１

１
１　
内
線
２
３
４

交通事故などが原因で受診する場合についてご注意ください

国民健康保険の第三者行為の届け出

●問い合わせ
保険年金課国保係（燕庁舎）　 内線 553
吉田サービスセンター市民係　内線266
分水サービスセンター市民係　内線212

くらしのキー情報｜催し｜健康・福祉
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●吉田庁舎　
〒 959-0295
燕市吉田日之出町
１番１号
☎ 0256·92·2111
ＦＡＸ 0256·93·3210
●燕庁舎
〒 959-1295
燕市白山町２丁目
７番 27 号
☎ 0256·63·4131
ＦＡＸ 0256·63·9845
●分水庁舎
〒 959-0195
燕市分水桜町３丁
目３番１号
☎ 0256·97·2111
ＦＡＸ 0256·97·2115

問い合わせ

◉飲酒運転の根絶　◉高齢者の交通事故防止
　以上の２点を重点目標に、12 月 11 日㈫から 20 日㈭までの 10 日間実施されます。
道路交通法が改正され飲酒運転などに対する罰則が強化されました。飲酒運転は、重
罪、犯罪であるとの認識を持って、「飲んだら運転しない、させない」とお互いに注
意を促し飲酒運転を防止しましょう。
●問い合わせ　生活環境課交通係（燕庁舎）　内線 253

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ

ん
へ　

第
８
回
特
別
弔
慰
金

の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
4
月
1
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

ご
遺
族
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。　

　
対
象
と
な
る
ご
遺
族
で
、
ま
だ

請
求
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
お
早

め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象

1　
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
人

2　
戦
没
者
等
の
子

3　
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係

を
有
し
て
い
な
か
っ
た
人
、
平
成

17
年
4
月
1
日
に
お
い
て
婚
姻
に

よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
人
ま
た

は
遺
族
以
外
の
人
と
養
子
縁
組
を

し
て
い
る
人
は
除
か
れ
ま
す
）

4　
前
記
3
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

5　
前
記
1
か
ら
4
以
外
の
三
親

等
内
の
親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡

時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計

を
有
し
て
い
た
人
に
限
る
）

●
支
給
内
容　
額
面
40
万
円
、
10

年
償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
限　
平
成
20
年
3
月
31

日●
請
求
窓
口　

福
祉
課
庶
務
係

（
燕
庁
舎
）
／
吉
田
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
保
健
福
祉
係
／
分
水
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉
係

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
庶
務
係

（
燕
庁
舎
）
内
線
１
２
７

年
末･
年
始
の

し
尿
の
く
み
取
り

　
年
末
の
し
尿
の
く
み
取
り
は
、

大
変
混
み
合
い
ま
す
。
年
内
の
く

み
取
り
は
12
月
20
日
㈭
ま
で
に
、

し
尿
収
集
業
者
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
12
月
21
日
㈮
以
降
の
申

し
込
み
は
１
月
４
日
㈮
以
降
の
く

み
取
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
く
み
取
り
口
の
除
雪
は
各
家
庭

で
行
い
、
く
み
取
り
や
す
い
よ
う

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
生
活
環
境
課
環

境
公
害
係
（
燕
庁
舎
）
内
線
２
４

５吉
田
地
区
の
都
市
計
画
決
定

区
域
（
下
水
道
）
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催

　

市
で
は
、「
広
報
つ
ば
め
」
10

月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
燕
弥
彦
都
市
計
画
下
水
道

の
計
画
決
定
の
変
更
を
行
う
に
あ

た
っ
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
と
き　
12
月
6
日
㈫　
午
後
7

時●
と
こ
ろ　
吉
田
産
業
会
館

●
問
い
合
わ
せ　
下
水
道
課
計
画

係
（
分
水
庁
舎
）
内
線
３
４
１
・

３
４
２

都
市
計
画
の
変
更
案
を

縦
覧
し
ま
す

　
市
町
村
合
併
な
ど
に
伴
う
燕
都

市
計
画
区
域
、
吉
田
都
市
計
画
区

域
、
分
水
都
市
計
画
区
域
お
よ
び

弥
彦
都
市
計
画
区
域
の
統
合
と
、

関
係
す
る
都
市
計
画
の
変
更
を
行

う
た
め
、
変
更
案
を
縦
覧
し
ま

す
。
こ
の
変
更
案
に
意
見
の
あ
る

人
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で

に
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

さ
以
上
な
ど
の
建
築
物
が
対
象
に

な
り
ま
す
が
、
比
較
的
小
規
模
な

建
築
物
で
も
対
象
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）
に
つ
い
て
は
、
第
三

者
機
関
に
よ
る
構
造
審
査
（
ピ
ア

チ
ェ
ッ
ク
）
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

⑵
審
査
期
間
の
延
長　

構
造
計
算

適
合
性
判
定
制
度
の
導
入
な
ど
に

伴
い
、
建
築
確
認
の
審
査
期
間
が

延
長
さ
れ
ま
し
た
。（
21
日
間
→

35
日
間
、
た
だ
し
、
詳
細
な
構
造

審
査
を
要
す
る
場
合
に
は
最
大
で

70
日
間
）

⑶
指
針
に
基
づ
く
厳
格
な
審
査
の

実
施　
従
来
、
設
計
者
の
チ
ェ
ッ

ク
が
不
十
分
な
設
計
図
書
で
あ
っ

て
も
、
審
査
段
階
で
の
補
正
が
幅

広
く
認
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

軽
微
な
不
備
を
除
き
、
設
計
図
書

に
法
令
に
適
合
し
な
い
個
所
や
不

整
合
な
個
所
が
あ
る
場
合
に
は
、

再
申
請
を
求
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
設
計
内
容
の
変
更
を

行
う
場
合
に
は
、
軽
微
な
変
更
を

除
き
、
当
該
部
分
の
工
事
前
に
計

画
変
更
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
こ
と
を
徹

底
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
建
築
主
の
皆
様
へ
の
お
願
い

⑴
設
計
条
件
や
要
求
事
項
に
つ
い

て
、
設
計
者
と
事
前
に
綿
密
な
打

合
せ
を
行
い
、
意
匠
・
構
造
・
設

備
の
整
合
性
の
と
れ
た
設
計
図
書

に
よ
り
確
認
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

⑵
設
計
図
書
の
作
成
や
確
認
申
請

の
手
続
き
（
構
造
計
算
適
合
性
判

定
の
対
象
と
な
る
場
合
に
は
、
そ

の
手
続
き
も
含
み
ま
す
）
に
必
要

な
期
間
を
考
慮
し
て
、
で
き
る
だ

け
余
裕
の
あ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
設
計
内
容
の
変
更
を
行
う
場
合

は
、
軽
微
な
変
更
を
除
き
、
計
画

変
更
の
確
認
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
当
初
の
建
築
確

認
申
請
の
段
階
で
設
計
内
容
を
十

分
に
詰
め
て
お
く
と
と
も
に
、
設

計
内
容
の
変
更
を
検
討
す
る
場
合

は
、
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の

影
響
に
つ
い
て
十
分
に
留
意
し
て

で
き
ま
す
。

【
縦
覧
す
る
都
市
計
画
】

①
燕
弥
彦
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
燕

弥
彦
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
）

②
燕
弥
彦
都
市
計
画
道
路

③
燕
弥
彦
都
市
計
画
用
途
地
域

④
燕
弥
彦
都
市
計
画
準
防
火
地
域

※
こ
の
た
び
の
都
市
計
画
の
変
更

で
は
、
規
制
す
る
区
域
や
内
容
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
縦
覧
期
間
・
意
見
書
提
出
期
間

12
月
11
日
㈫
～
25
日
㈫
（
土
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
）

●
縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
先

三
条
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部
計

画
調
整
課
（
県
決
定
の
み
縦
覧
）

／
燕
市
役
所
都
市
計
画
課
（
分
水

庁
舎
）

●
問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課
都

市
計
画
係
（
分
水
庁
舎
）
内
線
３

２
３
／
新
潟
県
土
木
部
都
市
局
都

市
政
策
課
☎
０
２
５
・
２
８
０
・

５
４
２
９

建
築
主
の
皆
さ
ん
へ

６
月
20
日
か
ら
建
築
確
認
・

検
査
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま

し
た

　
一
昨
年
11
月
に
発
覚
し
た
構
造

計
算
書
偽
装
事
件
の
よ
う
な
問
題

を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
昨

年
の
通
常
国
会
に
お
い
て
、「
建

築
確
認
・
検
査
の
厳
格
化
」
を
大

き
な
柱
と
す
る
建
築
基
準
法
等
の

一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
去
る
6
月

20
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
築
確
認
・
検
査
は
、
建
築
物
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な

手
続
き
で
、
直
接
に
は
、
設
計
者

や
工
事
施
工
者
の
皆
さ
ん
が
対
応

さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
手
続
き
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
た
め
に
は
、
建
築
主
の
皆
さ

ん
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

●
建
築
確
認
・
検
査
の
厳
格
化
の

概
要

⑴
構
造
計
算
適
合
性
判
定
制
度
の

導
入　

高
度
な
構
造
計
算
を
行
う

建
築
物
（
一
般
的
に
は
一
定
の
高

  ３日㈪　全員協議会
10 日㈪　本会議
　　　　（議案上程、委員会付託、一般質問）
11 日㈫　本会議（一般質問）
12 日㈬　本会議（一般質問）
13 日㈭　本会議（一般質問）
14 日㈮　総務常任委員会
17 日㈪　市民厚生常任委員会
18 日㈫　産業建設常任委員会
19 日㈬　文教常任委員会
21 日㈮　本会議
　　　　（委員長報告、質疑、討論、採決）

議会を傍聴しませんか
12月定例会の日程です

平成19年　冬の交通事故防止運動
スローガン「飲酒運転 しない させない 許さない」

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
県
三
条
地
域
振

興
局
地
域
整
備
部
建
築
課
☎
０
２

５
６
・
36
・
２
３
１
９

公
営
住
宅
家
賃
等
の
12
月
口

座
振
替
日
（
納
期
限
）
の
お

知
ら
せ

　
12
月
分
の
公
営
住
宅
の
家
賃
な

ど
の
口
座
振
替
日
（
納
期
限
）
は

12
月
25
日
㈫
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
土
木
課
公
営
住

宅
係
（
分
水
庁
舎
）
内
線
２
３
３

分
水
公
民
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
12
月
の
成
人
大
学

●
と
き　
12
月
11
日
㈫　
午
前
10

時
～
11
時
30
分

●
テ
ー
マ　
閉
講
式
・
ク
ラ
シ
ッ

ク
コ
ン
サ
ー
ト

●
講
師　
仲
納
林
省
三
さ
ん
ほ
か

●
対
象
者　
市
内
在
住
の
一
般
成

人●
参
加
費　
無
料
。
当
日
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
12
月
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
案
内

ギ
ャ
ラ
リ
ー
久
賀
美　
閉
館
中

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
久
賀
美　
分
水

切
り
絵
村
・
川
柳
ぶ
ん
す
い
吟
社

公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
日
本
画
の

会ギ
ャ
ラ
リ
ー
分
水
の
里　
稲
架
木

の
会

お
知
ら
せ

くらしのキー情報｜お知らせ

●お詫びと訂正
「広報つばめ」11 月 15 日号 12 ページ掲載の、
乳幼児健康診査の 10 カ月児健康診査で、日程の
一部が掲載されていませんでした。
日にち・受付時間…12月７日㈮　午後１時〜１
時15分　会場…燕市保健センター
また、11 ページ掲載の「健康ヨーガ後期生徒募集」
の会場は吉田婦人会館です。
以上２つの内容を追加し、訂正いたします。

●
問
い
合
わ
せ　
分
水
公
民
館
☎

０
２
５
６
・
97
・
２
７
０
３

土
曜
サ
ロ
ン

読
書
を
ほ
ん
と
う
に

楽
し
む
会

　
読
書
好
き
な
人
々
が
集
い
、
感

想
を
語
り
合
い
、
読
書
の
楽
し
さ

を
分
か
ち
合
う
会
で
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
藤
沢
周
平
／
著
『
た
だ

一
撃
』
を
読
み
ま
す
。

●
と
き　
12
月
15
日
㈯　
午
後
３

時
～
５
時

●
と
こ
ろ　
燕
市
立
図
書
館

●
問
い
合
わ
せ　
燕
市
立
図
書
館

☎
０
２
５
６
・
62
・
２
７
２
６

　それぞれ午前９時 30 分から開催予定です。
委員会については事前に申し込みください。
●問い合わせ
　議会事務局　☎ 0256・93・5296
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　10月 24日（燕地区不燃物収集日）、ごみ収集中
のパッカー車から火災が発生しました。可燃性のガ
スが入ったスプレー缶やライターなどがきちんと処
理されずに捨てられたことが原因と思われます。パッ
カー車はごみに圧力をかけて積み込むため、缶から
ガスが漏れ出す危険性があります。そして、金属同
士が触れ合い火花が飛び散った場合、漏れ出したガ
スに引火し爆発します。もし、住宅密集地で火災が
発生すると、大変な災害になります。

▼スプレー缶な
どは風通しの良
い場所で穴を開
け、缶類の収集
日に出してくだ
さい。

▼使い捨てライ
ターは使い切る
か、中身を抜い
て、不燃ごみの
収集日に出して
ください。
●問い合わせ　
　生活環境課公害環境係（燕庁舎）内線245

　年末・年始の旅行シーズンを控え、海外旅行の準備をされている皆さんも多いと思
いますが、年内に旅券の受け取りを希望する人は、日数に余裕を持って、早めの申
請をお願いします。12 月 14 日㈮までの申請は、年内の受け取りが可能ですが、
12 月 17 日㈪からの申請分は、来年 1 月 4 日㈮以降の交付になりますのでご注
意ください。
●旅券申請受付時間
　月～金曜日（祝日を除く）　午前 8 時 30 分～午後 5 時（毎週水曜日午後
7 時まで、および毎月第 2 日曜日の午前 8 時 30 分から正午は交付事務
のみ行います。）※ 12 月 29 日㈯～平成 20 年 1 月 3 日㈭は、県のパス
ポートセンターと同様、年末年始のためお休みです。
●問い合わせ　燕市パスポートセンター（燕庁舎）内線 163・164

【12月のテーマ】 ファンタジー

図書館だより

BOOK CHOICE 図書紹介

図書館NEWS

燕市立図書館　
☎ 0256・62・2726
燕市立吉田図書館
☎ 0256・92・7650
燕市立分水図書館（分水公民館内）
☎ 0256・91・3255

　毎月テーマを決めて、オススメの本を紹介して
います。貸し出しを希望する人は、利用カードを
持ってお近くの図書館までおいでください。

★『ドリトル先生物語全集』（Ｋ933ロ）
　この物語が、日本で最初に出版されてからもう
すぐ 50 年。医学博士のドリトル先生と動物たち
との摩訶不思議な交流を描いています。アフリカ
へ行ったり、クモサル島というところに行ったり、
ついには月まで行ってしまいます。先生は無事帰っ
てくることができるのでしょうか？　全 12 巻。
★『冒険者たち』（Ｋ913サ）
　子どものころにワクワクドキドキしながら読ん
だ人も多いことでしょう。強い力に立ち向かう勇
気、友情…。児童書ですが、大人になった今だか
らこそ気付かされることも多い物語です。今にも
動き出しそうな絵も魅力的です。
★『魔法ファンタジーの世界』（080イ）
　「ハリー・ポッター」「ゲド戦記」「ナルニア国物
語」…。近年、新旧のファンタジーが注目されて
います。この本は、魔法ファンタジーの魅力のみ
ならず、そこに潜む危険性にも言及しています。

★図書館の本は市民全員の大切な財産です
　最近、図書が汚れていることが増え、とても困っ
ています。飲み物をこぼしたような跡や、食べも
ののカスが挟まっていることもあります。返却時
に確認させていただくこともありますので、借り
た図書がすでに汚れていたときは、職員に知らせ
てください。
　図書館の図書は、市民皆さん全員の大切な財産
です。汚れの状態によっては弁償をお願いする場
合もあります。丁寧に取り扱うよう、皆さんのご
協力をお願いします。

　経済産業省では、製造業を営んでいる事業所を対
象に平成 19年 12月 31日現在で『工業統計調査』
を実施します。調査にあたっては、調査員が 12月
中旬から来年１月にかけて皆さんの事業所へお伺い
しますので、ご協力をお願いします。
　皆さんから提出していただく調査票の内容は、『統
計法』により秘密は固く守られ、統計作成以外の目
的には一切使用しませんので、正確な記入をお願い
します。また、本年の調査より調査項目が一部改正
されていますのでご注意ください。
●調査結果のゆくえ
　製造業を営む事業所の活動実態を明らかにする目
的で調査するこの『工業統計調査』の調査の結果は、
国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料にな
るほか、企業・大学などでの研究資料、小・中・高
等学校の教材などに広く利用されます。
●問い合わせ　
　企画政策課統計調査係（吉田庁舎）内線231

正社員へ転換を推進するための措置を講じることが義務化されます。
○正社員を募集する場合、その募集内容を既に雇っているパート労働者に周知する
○正社員のポストを社内公募する場合、既に雇っているパート労働者に応募する機会を与える
○パート労働者が正社員へ転換するための試験制度を設けるなど転換制度を導入する
●問い合わせ　新潟労働局雇用均等室　☎ 025・234・5928						   

　少子高齢化、労働力人口減少社会で、パートタイム労働者が能力を一層有効に発揮することができる雇用環境を整備す
るたため、パートタイム労働法が改正されました。改正法の概要は下記のとおりです。

【パート労働者の態様】正社員と比較して、 賃　　金 教育訓練 福利厚生

職務
（仕事の

内容と責任）

人材活用の
仕組み

（人事異動の
有無と範囲）

契約期間
職務関連賃
金（基本給・
賞与・賞与・
役員手当等）

左以外の賃
金（退職金・
家 族 手 当・
通勤手当等）

職務遂行に
必要な能力
を付与する
もの

左以外のも
の（ ス テ ッ
プアップを
目的とする
もの）

健康の保持
または業務
の円滑な遂
行に資する
施設の利用

左以外のも
の ( 慶 弔 休
暇・ 社 宅 の
貸与等)

①正社員と同視すべきパート
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎同じ 全雇用期間を

通じて同じ
無期または反
復　更新によ
り無期と同じ

②正社員と職務と人材活用の仕組みが同
じパート ◇ － ○ △ ○ －

同じ 一定期間は
同じ －

③正社員と職務が同じパート △ － ○ △ ○ －同じ 異なる －
④正社員と職務も異なるパート △ － △ △ ○ －異なる 異なる －

現
行
●労働条件の文書交付による明示（努力義務）　労働基準法の義務に加え、
　昇給、退職手当、賞与、安全衛生、職業訓練などに関する事項について文書の交付により明示するように努める

改
正

●労働条件の文書交付等による明示（義務化）労働基準法の義務に加え
　昇給、退職手当、賞与の有無につき文書の交付等による明示を義務化→違反の場合は、過料（10 万円）
●待遇についての説明（義務化）
　待遇の決定に当たって考慮した事項の説明を義務化

※表の印の説明　◎パート労働者であることによる差別的取扱いの禁止／○実施義務・配慮義務／◇同一の方法で決定する努力義務
／△職務の内容、成果、意欲、能力、経験などを勘案する努力義務	

平成20年 4月 1日から　パートタイム労働法が変わります

❶雇い入れの際は、労働条件を文書などで明確に！雇い入れ後も待遇について説明を！

❷パートタイム労働者の待遇は働き方に応じて決定を！

❸パート労働者から正社員へ転換するチャンスを！

年内のパスポート申請はお早めに！ごみ収集車から火災発生！

工業統計調査にご協力ください

くらしのキー情報｜お知らせ｜図書館だより
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MUSEUMCOOKING
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Let's cook!

作ってみませんか
燕市食生活改善推進委員協議会分水分会

サケのヨーグルト焼き

生サケをちょっと洋風にアレンジ
した焼き物。減塩メニューですが
カレーの風味が良く、子どもにも
オススメです。野菜をたっぷり付
け合せて彩りよく食べましょう。

『分水良寛史料館』を訪ねて  その１

「手まりの図」

COLUMN

「
介
護
の
担
い
手
は

女
性
が
最
適
？
」

　

介
護
は
女
性
が
す
る
も
の
と
い
っ

た
意
識
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
ま

す
。
で
も
本
当
に
、
女
性
だ
か
ら
介

護
す
る
の
に
向
い
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
い
い
え
、
実
際
に
は
介
護
の

現
場
で
は
た
く
さ
ん
の
男
性
が
働
い

て
い
ま
す
。〝
妻
〟〝
嫁
〟〝
娘
〟だ
か
ら

で
は
な
く
、
家
族
み
ん
な
で
ど
の
よ

う
に
介
護
を
し
て
い
く
か
話
し
合
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
体
力
的
に

も
精
神
的
に
も
、
女
性
だ
け
が
介
護

に
関
わ
る
こ
と
は
負
担
が
大
き
す
ぎ

ま
す
。
家
庭
の
中
で
も
、
い
ろ
い
ろ

な
人
の
手
や
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
制
度
を
利
用
し
な
が
ら
も
介

護
が
で
き
た
ら
、
誰
か
だ
け
が
大
変

な
思
い
を
し
な
く
て
も
い
い
の
で

す
。　
　（

出
典
…
㈶
新
潟
県
女
性
財
団
）

●
問
い
合
わ
せ　
㈶
新
潟
県
女
性
財
団

　

☎
０
２
５
・
２
８
５
・
６
６
１
０

　

ＦＡＸ
０
２
５
・
２
８
５
・
６
６
３
０

【
男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム
】

『
フ
レ
ー
ム
を
は
ず
し
て
』　

連
載
❽

　
分
水
良
寛
史
料
館
に
は
、
良
寛
が

賛
を
し
、
三
森
九
木
が
画
を
書
い
た

合
作
の
「
て
ま
り
の
図
」
が
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
良
寛
が
合
作
し
て
い
る
作
品
は
、

知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
江
戸
の
儒

者
亀
田
鵬
斎
や
、
弟
子
と
言
わ
れ
て

い
る
遍
澄
な
ど
、
ご
く
限
ら
れ
た
人

た
ち
で
す
。
画
は
手
ま
り
を
つ
い
て

い
る
お
坊
さ
ん
が
描
か
れ
、
そ
の
内

容
を
良
寛
が
七
言
絶
句
の
漢
詩
に
詠

ん
だ
も
の
で
す
。

　
袖　
裏　
毬　
子　
直　
千　
金

　
謂　
言　
好　
手　
無　
等　
匹

　
箇　
中　
意　
旨　
若　
相　
問

　
一　
二　
三　
四　
五　
六　
七

　
そ
の
意
味
は
「
私
の
袖
の
中
に
い

つ
も
入
っ
て
い
る
手
ま
り
は
極
上
の

品
物
で
す
。
手
ま
り
つ
き
に
か
け
て

は
、
私
ほ
ど
上
手
な
人
は
こ
の
世
に

は
い
な
い
だ
ろ
う
。
手
ま
り
つ
き
の

極
意
を
教
え
て
く
れ
と
い
う
な
ら

ば
、
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、

七
、
そ
れ
だ
け
さ
」
と
、
上
手
い
手

ま
り
つ
き
に
な
る
に
は
、
無
心
に
手

ま
り
を
つ
か
な
け
れ
ば
上
手
く
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

三
森
九
木
は
増
田
九
木
と
も
い

い
、若
く
し
て
京
へ
出
て
岸
駒
に
学

び
、文
化
年
間
こ
ろ
に
越
後
へ
来
て

良
寛
と
友
だ
ち
と
な
り
、滞
在
中
に

数
点
の
合
作
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
東
北
へ
旅
に
出
た
良
寛

は
、
九
木
の
故
郷
の
現
秋
田
県
に
か

ほ
市
で
逢
い
、
そ
の
晩
、
酒
を
酌
み

交
わ
し
て
旧
交
を
温
め
て
い
ま
す
。

分水良寛史料館　☎ 0256-97-2428
■ 開館時間　午前 9 時〜午後４時 30 分
■入館料　 大人 300 円　学生 200 円　小中学生 100 円（団体割引有り）
■休館日　月曜日（祝日のときは翌日）・年末年始

画：三森九木（分水良寛史料館所蔵）

●材料 (４人分 )
生サケ…4 切れ・塩…小さじ 1/3・
Ａ〔プレーンヨーグルト150ｇ・カ
レーパウダー…小さじ 1.5 杯・ガー
リックパウダー…小さじ 1/2 杯・こ
しょう少々〕・片栗粉…大さじ２杯・
油…小さじ 2・付け合わせ（季節
の青菜 1 束・ミニトマト・レモン適
量）※ガーリックパウダーは、す
りおろしにんにくでも代用できま
す。お好みで加減してください。
※甘塩サケでもいいですが、塩は
振らずにＡに漬け込みましょう。
●作り方
①サケは一口大に切り、塩を振り
A に 20 分漬け込む。
②付け合わせの青菜はゆでて食べ
やすく切る。
③サケの表面を軽くふき取り、片
栗粉をつける。
④フライパンを熱し、油を引いて
サケを焦げ目がつくくらいに焼
く。
⑤お皿にサケを盛り、青菜、トマ
トとレモンを添える。
サケにレモン汁をかけてさっぱり
と召し上がれ。

　Every day I turn on the news.  Every day I hope that 
it will not show me one thing.  I hope it will not show 
me smoke pouring out of the ruins of what was once a 
person’s home.  Their hopes and dreams reduced to a 
pile of cinders.  Alas, this week that hope has been 
dashed for, as many of you know, I am from California.
　As I sit down to write this, half the state is burning or 
burnt.  My deadline is a week overdue, and I simply do 
not have the wherewithal to care.  I am sick, I have 
been so busy working that I haven’t even had the time 
to wash the dishes which have been sitting in my sink 
for the past week, and one of the more violent fires 
raging through my home country is currently raging 
through my home town.
　Yes, as with so many of my fellow Californians, I too 
have been touched by the flames.  My childhood home 
has been consumed by the fires, as with the dreams of 
countless others.  I am one of the lucky victims, for the 
house no longer belongs to my family, having been sold 
a few years ago.  However, there is no denying the 
discomfort of realizing your childhood home – that 
place which fills your memory with images of friends 
and family, of long nights talking and laughing at table, 
of joys, of woes – has been lost to the flames.
　 Fire is no stranger to California.  When the leaves 
change color, it is the season for apples and sweaters, 
but also for evacuations and plumes of smoke.  We 
know these dangers, but we stay just the same, because 
it is our home.  My own town has been evacuated every 
summer for many years, but the fires had always been 
evaded.  For most of my town, this is happily still the 
case.  While this was one of the houses lost, a great 
many more were saved.
　It wasn’t a very pretty house.  It wasn’t a luxurious 
house.  But it was my house, and it fills my memory 
still.  So a heartfelt 
farewell to the place I 
called “home.”  Although 
I had not seen it for 
many years, it will still 
be sorely missed.

　毎日、わたしはテレビでニュースを見ます。毎日、あるこ
とがニュースになりませんようにと願いながら。かつてだれか
が住んでいた家の焼け跡から煙が立ち上り、そこにいた人
たちの夢と希望がすべて灰と化してしまったことを伝えるよう
なニュースが流れませんように、と願うのです。しかし、悲
しむべきことに今週その願いは打ち砕かれてしまいました。
皆さんの多くがご存知のように、わたしは米国カリフォルニア
州出身なのです。
　ここに座ってこの原稿を書こうとする今も、州の半分は燃
えているか、あるいは燃えてしまっています。締め切りを一
週間も過ぎましたが、とにかく書く気にもならないのです。
具合も悪く、仕事にも忙殺され、ここ一週間流しに置いたま
まの皿を洗う暇さえ見つかりません。そうしているうちも母国
で猛り狂う一層激しい山火事の一つが、わたしの生まれた
町を襲っているのです。
　そうです。カリフォルニアの同郷の人たちと同様に、わた
しも山火事の影響を受けました。数え切れない程たくさんの
人たちの夢と同様に、わたしの幼少時代の家が炎に焼き尽
くされてしまったのです。ですがわたしは被害者の中でも運
がいい方です。というのも、その家は数年前に人手に渡り、
もはやわたしの家族のものではなくなっていたからです。し
かし幼少時代の家が炎に焼かれてしまったと分かったときの
辛さは、否定のしようもありません。子どものときの家には、
友達や家族のこと・食卓で夜遅くまで語ったり笑ったりした
ときのこと・嬉しかったこと・悲しかったこと 。そんな思い
出がいっぱい詰まっているからです。
　実は山火事はカリフォルニアにつきものなのです。カリフォ
ルニアは紅葉を迎えるとリンゴとセーターの季節になります
が、同時にそれは避難と立ち上る煙の季節でもあります。
山火事の危険といつも隣り合わせであることは承知してい
ますが、それでもわたしたちはこの土地を離れたりはしませ
ん。故郷ですから。わたしの町もここ何年も夏になるたびに
避難を繰り返してきましたが、山火事からはいつも逃れてい
たのでした。幸いにも町の大部分は今でもそうです。この
写真の家は失われた家の一つですが、はるかに多くの家々
が難を逃れました。
　この家は、それほどきれいでも豪華でもありませんでした。
ですがそれはわたしの家だったのです。今でも思い出がいっ
ぱいです。しかしどうやらわたしが「我が家」と呼んでいた
この場所に心からの別れを告げる時がきたようです。もう何
年も見ていない家でしたが、これからも切なく懐かしく思い
出されることでしょう。　  （燕市国際交流ボランティア訳）

燕市 ALT（外国語指導助手）のコラム ❾ by  Alan Horn（アラン・ホーン）

Ashes, Ashes, We All Fall Down すべては灰に

●今月の表紙　11 月 11 日に総合
文化センターで行われた「燕市民
茶会」。あいにく雨の降る一日となり
ましたが、およそ 300 人の皆さん
が、一服のお茶とやすらぎのひとと
きを過ごしました。



平成19年12月1日号 22平成19年12月1日号23

JR西燕駅

　
「
み
ん
な
の
掲
示
板
」
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
広
報
紙
で
掲
載
し
て

い
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
掲
載
内
容
に
関
し

て
は
、
公
共
性
・
公
益
性
を
尊
重
し
、
参

加
者
と
ト
ラ
ブ
ル
が
無
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
掲
載
で
き
る
も
の

❶
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
・
応
募
で

き
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　

原
則
と
し
て
、
掲
載
で
き
る
も
の
は
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
も
の

に
限
り
ま
す
。
特
定
の
地
域
に
住
む
人
た

ち
だ
け
を
対
象
に
し
た
も
の
や
、
多
く
の

人
た
ち
に
と
っ
て
参
加
が
困
難
と
考
え
ら

れ
る
も
の
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

❷
活
動
の
場
所
が
公
的
な
場
所
で
あ
る
こ

と
　
原
則
と
し
て
、
活
動
場
所
が
市
内
の
公

的
な
場
所
で
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。
た
だ

し
、
公
的
な
場
所
以
外
で
開
催
さ
れ
る
も

の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
所
有
者
が
主
催
す

親
子
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

　
ひ
と
り
親
家
族
の
皆
さ
ん
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。
昼
食
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　
12
月
16
日
㈰　
午
前
10
時

と
こ
ろ　
吉
田
産
業
会
館

参
加
費　
一
人
１
０
０
円

主
催　
吉
田
み
の
り
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
松
尾

☎
０
２
５
６
・
62
・
６
８
４
０

た
か
だ
小
児
科
医
院
院
長　

高
田
恒
郎
さ
ん
に
よ
る

講
演
会

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
高
田
先
生

に
よ
る
講
演
会
で
す
。
今
回
は
、

も
っ
と
も
気
掛
か
り
な
子
ど
も
の

病
気
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
お
話

が
聞
け
る
と
思
い
ま
す
。

テ
ー
マ　
最
近
の
子
ど
も
の
病
気

に
つ
い
て　
～
上
手
な
医
者
の
か

か
り
方
～

と
き　
12
月
8
日
㈯　
午
後
7
時

か
ら

と
こ
ろ　
吉
田
公
民
館

問
い
合
わ
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ　
Ｂ
Ａ
Ｋ

Ｋ
Ａ
舎　

濱
田
☎
０
２
５
６
・

92
・
２
３
２
３

る
も
の
で
な
け
れ
ば
掲
載
で
き
る
こ
と
と

し
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
の
公
共
施
設
な
ど

で
開
催
さ
れ
る
も
の
で
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
有
益
な
情
報
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

場
合
は
掲
載
で
き
る
こ
と
と
し
ま
す
。

●
掲
載
で
き
な
い
も
の

　
次
の
項
目
に
該
当
す
る
も
の
は
掲
載
で

き
ま
せ
ん
。

①
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の

②
宗
教
的
活
動
を
目
的
と
し
た
も
の
、
お

よ
び
関
連
・
想
像
さ
せ
る
も
の

③
政
治
的
活
動
を
目
的
と
し
た
も
の
、
お

よ
び
関
連
・
想
像
さ
せ
る
も
の

④
個
人
の
宣
伝
や
活
動
を
目
的
と
し
た
も

の⑤
活
動
に
お
い
て
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
た
も

の⑥
活
動
内
容
が
掲
載
記
事
と
異
な
る
も
の

⑦
掲
載
内
容
や
掲
載
意
図
が
不
明
確
な
も

の⑧
そ
の
他
、「
広
報
つ
ば
め
」
編
集
会
議

で
不
適
当
と
判
断
し
た
も
の

●
掲
載
手
続
き
な
ど

　
「
み
ん
な
の
掲
示
板
掲
載
内
容
記
入
用

紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

□
提
出
期
限　
掲
載
希
望
号
の
１
カ
月
前

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
期
限

を
過
ぎ
た
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

□
原
稿
提
出
先　
地
域
振
興
課
広
報
広
聴

係
（
吉
田
庁
舎
）。
原
稿
の
提
出
は
直
接

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。フ
ァ
ク
ス・Ｅ
メ
ー

ル
・
郵
送
な
ど
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ

ん
。

□
掲
載
回
数　
同
一
内
容
の
も
の
は
年
度

内
１
回
の
掲
載
と
し
ま
す
。

●
情
報
の
提
供
な
ど

　
掲
載
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙

以
外
の
広
報
媒
体
な
ど
に
転
載
お
よ
び
情

報
提
供
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
課
広
報
広
聴

係
（
吉
田
庁
舎
）　
内
線
２
５
４

「
み
ん
な
の
掲
示
板
」へ
掲
載
す
る
原
稿
は
、「
み
ん
な
の
掲

示
板
掲
載
内
容
記
入
用
紙
」を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
応
援
す
る
「
み
ん
な
の
掲
示
板
」。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
し
っ

か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
「
み
ん
な
の
掲
示
板
掲
載
内
容
記
入
用
紙
」
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
他
の
原
稿
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。
用
紙
は
地
域
振
興
課
窓
口
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　今年も冬期間の踏切道の安全確
保と効率的な除雪作業を図るた
め、地図中の◦印の踏切道を通行
止めとします。皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。
通行止め個所：地図中の◦印
通行止め期間：　
12 月 12 日㈬
～平成 20 年２月 28 日㈭
問い合わせ：
ＪＲ東日本新潟保線技術センター
☎ 025・248・5250

下図の踏切を車両通行止めにします。皆さんのご協力をお願いします

ガソリン
スタンド

ガソリン
スタンド

西燕保育園

西燕簡易局

ガソリン
スタンド

コンビニ
エンスストア

粟生津
小学校

コンビニ
エンスストア

粟生津
郵便局

R116

JR 越後線

JR越後線

R116

ガソリン
スタンド

歯科医院

神田町
郵便局吉田神田

保育園

小児科医院

R116

JR 越後線

吉田東町地内

粟生津地内

花見地内

高木地内

高木跨線橋

JR 東日本から　冬期間（12月 12日から 2月 28日）

み
ん
な
の
掲
示
板

くらしのキー情報｜お知らせ｜みんなの掲示板

☜

☜

☜☜



功労
功績

を
た
た
え
て

平
成
19
年
秋
の
叙
勲
で
は
３
人
の
皆
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
功
労
と
功
績
を
た
た
え
、紹
介
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

近こ
ん
ど
う藤 

寅と
ら
い
ち一 

さ
ん（

五
千
石
）

●消防功労　元新潟県西部広域消防事務
組合消防司令長
　昭和 37 年から平成 12 年まで、消防吏
員として地域のために尽力。

旭
日
小
綬
章

川か
わ
か
み上 

靖や

す

お夫 

さ
ん

（
仲
町
）

●地方自治功労　元燕市議会議員
　昭和 46 年に初当選以来、平成 18 年
まで燕市議会議員として地域の発展ために
尽力。

●地方自治功労　元燕市議会議員
　昭和 46 年に初当選以来、平成 18 年ま
で分水町議会議員、燕市議会議員として
地域の発展ために尽力。

旭
日
双
光
章

古ふ
る
さ
わ澤 

明あ
き
ら 

さ
ん

（
下
諏
訪
）

平
成
19
年
秋
の
叙
勲

燕市行政改革推進委員会は、燕市行政改革大綱 (案)・
前期実施計画 (案) を答申。内容は市のＨＰや経営戦略
室、燕・分水サービスセンターでご覧いただけます。

優しさや思いやりのある子に育ってほしい。三条人権擁
護委員協議会紙芝居部会の皆さんが保育園を訪問しまし
た。子どもたちは手づくりの紙芝居に見入っていました。

三条、燕、加茂、田上、弥彦の 5 市町村による「県央まつり」
が開催されました。写真は見事な演奏を披露した少年飛燕
太鼓の皆さん。会場からは大きな拍手が贈られました。

ＥＭ菌（有用微生物群）について、「エコライフ・よしだ」
の皆さんから説明を受ける子どもたち。分水小学校では、
次回のプール清掃にＥＭ菌を利用する予定だとか…。

市のスポーツ振興や普及に長年尽力した功績が認めら
れ、諸橋兀

たかし

さん（吉田堤町）が、11 月 8 日、朱鷺メッセ
（新潟市）で文部科学大臣から表彰されました。

女性と市長との懇談会。テーマは公園・病後児保育・
防災体制・高齢者福祉施設。「つばめ生活学校」の皆
さんが、身近な生活課題について提言しました。

10 月 31 日、厚生労働省（東京都）で行われた表彰式
に出席した小林市長。「日ごろから保健事業の推進に協
力いただいている市民の皆さんのおかげと感謝します」

保
健
事
業
推
進
功
労
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

● 

保
健
事
業
の
推
進
が
認
め
ら
れ

燕文化協会が主催する合同発表会「秋の祭典」が今年
も開催されました。歌や踊り、詩吟など、多彩なプログラ
ムに、来場した多くの皆さんは楽しい一日を過ごしました。

県
央
ま
つ
り
２
０
０
７
に

７
０
０
０
人
が
来
場

●  

11
月
11
日　

吉
田
産
業
会
館

８
月
６
日
に
諮
問
を
受
け

審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た

●  

11
月
13
日　

吉
田
庁
舎
市
長
室 

紙
芝
居

少
年
と
子
だ
ぬ
き

●  

11
月
20
日　

地
蔵
堂
保
育
園

Ｅ
Ｍ
菌
っ
て

な
ん
だ
ろ
う･･･

● 

11
月
16
日　

分
水
小
学
校

唄
や
踊
り
に

拍
手
喝
采
！

●  

11
月
11
日　

文
化
会
館

女
性
の
視
点
か
ら
も

ま
ち
づ
く
り
を
提
言

●  

11
月
９
日　

吉
田
庁
舎

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
普
及

へ
の
貢
献
が
讃
え
ら
れ

●  

昭
和
54
年
か
ら
体
育
指
導
委
員
と
し
て
尽
力

■市内の出来事や、頑張っ
ている皆さんの姿を紹介す
るコーナーです。

今日は毎月恒例の誕生会。今回、お友だちから祝福を受
けたのは 10 月生まれの子どもたち。ドキドキ・ワクワクの
一日になりました。

無料の「ジャンボ豚汁」コーナーは大人気。大鍋の周辺
には、豚汁のにおいに誘われたためか（？）大行列がで
き、具だくさんの豚汁がアッというまになくなりました。

分水地区産業まつりで行われた「丸太切り大会」。２人１
組で丸太を切り落とし、そのタイムを競います。最後まで
熱戦が繰り広げられました。ギコギコギコギコ。

呼
吸
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

丸
太
切
り
の
コ
ツ
で
す

●  

10
月
28
日　

分
水
総
合
体
育
館

燕
地
区
農
業
ま
つ
り

ジ
ャ
ン
ボ
豚
汁
は
圧
巻
！

●  

10
月
28
日　

燕
市
農
業
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー

お
誕
生
日

お
め
で
と
〜
！

●  

10
月
26
日　
分
水
ひ
ま
わ
り
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
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道の駅
国上から
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健康ＱアンドＡ燕労災病院
神経内科　徳武 考充

Ｑ   認知症とは何ですか？
Ａ 認知症とは「いったん獲得された知的能力が、後
天的な脳の器質性障がいによって持続的に低下し、正
常な日常生活や社会生活が営めなくなった状態で、意
識障がいがないときにも見られる」ことをいいます。
　加齢に伴い、どなたでも物忘れが増えると思います
が、この加齢現象としての生理的な物忘れは、自分の
体験した出来事の一部を思い出せなくても、体験をすっ
ぽり忘れることは少ないと考えられます。認知症による
物忘れは物事や体験の全体を忘れてしまうなどの特徴
があり、自分が物忘れをするという事実を自覚していな
いことが多いのも特徴です。たとえば、今朝の食事内
容を覚えていないというだけでなく、朝食を取ったとい
う体験そのものを忘れてしまっている場合は病的と考え
られます。
　この物忘れが認知症の中心的な症状であり、これに
次いで場所、時間などが分からなくなる症状（見当識
障がい）、計算障がい、実行機能の障がいなど、いわ
ゆる認知機能の広汎な障がい、そのほか周辺症状とし
て、妄想、徘徊などの症状が見られることもあります。
Ｑ 認知症はどんな病気で起こってくるのですか？ま
た、アルツハイマー型認知症とはどのような病気で
すか？

Ａ  脳の神経細胞が死滅、脱落してその結果、脳が萎
縮するような疾患を変性疾患といいますが、アルツハイ
マー型認知症もその中の１つになります。アルツハイマー
型認知症の脳病理所見としては、アミロイドの沈着、リ
ン酸化タウを主成分とする神経原線維変化などが認め
られますが、今のところ原因不明で、いまだ根本的な
治療が確立されていない疾患です。〔また最近では、
同じ変性疾患の認知症として、レビー小体病といわれ
る疾患も多いことが言われていますが、こちらもいまだ
根本的な治療が確立されていません。〕
　また、上記とは別に脳血管性認知症といわれる認知
症があります。脳血管障がいに由来する認知症の総称
で、脳卒中を繰り返すことで出現してくるものや、１つ１
つでは症状が出ないような小さな脳梗塞が多発して出
現するようなタイプがあります、このような認知症は、脳
梗塞の危険因子の排除（高血圧、糖尿病、喫煙など）
など、これ以上、脳血管障がいを繰り返さないことが
症状の進行を抑える方法になります。以上の疾患が日
本人の認知症の大多数が占めていると言われていま
す。そのほか、認知症の原因としてさまざまなものが挙
げられますが、頭部外傷後の慢性硬膜下血腫、正常
圧水頭症、ビタミン不足などによる認知症、甲状腺機
能低下症、薬物による認知症など、頻度は少ないです
が、治療により改善の可能性がある認知症となります。

認知症について

ふれあいパーク久賀美（道の駅国上内）
燕市国上 5866-1　☎ 0256・98・0770
12月の休館日　３日・10日・17日・25日・31日

くらしのキー情報｜道の駅国上から｜健康 Q アンド A ｜休日救急当番医｜窓口延長｜人口と世帯｜おたんじょう・おくやみ

麦
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

体
験
教
室

　

昔
懐
か
し
い
麦
ま
ん
じ
ゅ

う
を
作
り
ま
す
。

●
と
き　

12
月
８
日
㈯　

午

前
10
時
〜
正
午

●
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
久
賀
美

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ

ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
手
拭
用

タ
オ
ル

●
定
員　

24
人（
先
着
順
）

●
受
付
開
始　

12
月
4
日
㈫

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
久
賀
美

親
子
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
作
り
体
験
教
室

　

　

毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ー

ス
ケ
ー
キ
作
り
体
験
教
室
で

す
。
親
子
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ケ

ー
キ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
体
験
終
了
後
は
試
食
用

ケ
ー
キ
で
お
茶
会
を
開
き
ま

す
。
必
ず
親
子
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
23
日
㈰　

午

前
10
時
～
正
午

●
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
久
賀
美

●
講
師　

小
林
民
世
さ
ん

（
管
理
栄
養
士
）

●
参
加
費　

１
組
１
７
０
０

円
（
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
６
号

1
個
ほ
か
材
料
費
込
み
）

※
３
人
以
上
に
な
る
場
合
は

１
人
に
付
き
試
食
ケ
ー
キ
代

と
し
て
２
０
０
円
い
た
だ
き

ま
す
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ

ロ
ン
・
三
角
き
ん

●
募
集
定
員　

20
組
（
先
着

順
）

●
応
募
締
切　

12
月
18
日
㈫

※
事
前
に
必
ず
電
話
か
窓
口

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
久
賀
美

人口と世帯
男　性
女　性
合　計
世　帯

41,319
43,124
84,443
26,713

人
人
人

世帯

平成 19 年 11 月 1 日現在（）は前月比

（＋  30）
（＋  18）
（＋  48）
（＋  44）

12月５日・12日・19日・26日

12月９日
●市民課市民係（燕庁舎）
☎ 0256・63・4131　内線 146
●吉田サービスセンター
☎ 0256・92・2111　内線 262
●分水サービスセンター 
☎ 0256・97・2111　内線 209

窓口延長　

12月
2日㊐

9日㊐

16日㊐

23日㊗

24日㊡

◉宮島循環器内科（井土巻）
✚高橋整形外科クリニック（新潟市西蒲区押付）
◉水澤こどもクリニック（東太田）
✚伊藤整形外科（吉田春日町）
◉丸山生春医院（白山町一丁目）
✚県立吉田病院（吉田大保町）
◉荒木内科医院（廿六木三区）
✚本間医院（地蔵堂本町二丁目）
◉徐医院（穀町）
✚潟東けやき病院（新潟市西蒲区国見）

休日救急当番医毎週水曜日　午後 7 時まで

日曜窓口 毎月第 2 日曜日　正午まで

問い合わせ　
燕消防署　☎0256・66・0119　
吉田消防署 ☎0256・92・2200
分水消防署 ☎0256・97・2688

☎ 0256・61・6501
☎ 0256・70・4020
☎ 0256・61・3456
☎ 0256・93・3115
☎ 0256・66・3051
☎ 0256・92・5111
☎ 0256・66・1181
☎ 0256・97・3133
☎ 0256・63・5753
☎ 0256・86・3515

住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
証
明
・
税
務
関
係
の
証

明
書
の
発
行
（
所
得
証
明
は
申
告
者
の
み
交
付
）、

納
税
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
燕
庁
舎
で
は
パ
ス
ポ
ー

ト
の
交
付
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請
の
受
け

付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

◉は内科系：午前 9 時〜午後 5 時・✚は外科系：午前 9 時〜午後 6 時

▪西蒲原地区休日夜間急患センター
　新潟市西蒲区巻甲 4363（巻税務署向かい）☎ 0256・72・5499
診療科目　内科・小児科・歯科
診療時間　日曜日・祝日　午前 9 時〜午後 6 時
夜間診療時間　毎日午後 7 時〜 10 時（内科・小児科のみ）

※
お
た
ん
じ
ょ
う
・
お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
人
は
届
出
の
際
に
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

おたんじょう（敬称略・11/1 〜 11/15 届出分）おくやみ（敬称略・11/1 〜 11/15 届出分）

子の名 ふりがな 保護者 行政区
【燕地区】
楓大 ふうだい 笹﨑　義隆 東町
琉希亜 るきあ 上野　正明 二階堂
脩翔 しゅうと 和田　彰史 桜町
麗輝 らいき 酒井　信仁 三王渕
和樹 かずき 渡部　茂信 新生町
花 はな 遠藤　雅隆 井土巻一丁目
哲埜 てつや 喜多　善美 井土巻一丁目
悠未 ゆみ 猪熊　尚洋 桜町
蒼汰 そうた 小林　秀司 長所
百杏 ももあ 佐藤　竜也 東町
光 ひかる 渡辺　裕治 桜町
裕夢 ひろむ 山後　正秀 三王渕
紗季 さき 村山　善行 廿六木三区
蒼士 そうし 梅宮　勇雄 佐渡
【吉田地区】
桃羽 ももは 草野　晋一 吉田本所
伶奈 れな 田中　賢輔 甲組
宏輔 こうすけ 村井　昭典 吉田東町
勘太 かんた 瀧沢　利紀 吉田西太田三区
千芭菜 ちはな 瀧沢　利紀 吉田西太田三区
舞 まい 門倉　克志 富永
葵生 あおい 岩方　健太郎 吉田本所
翼 つばさ 野島　敬介 富永
心星 しせい 霜鳥　晋一 富永
朱音 あかね 大村　友栄 吉田浜首町
汐陽 ゆうひ 丸山　晃 富永
奏和 そな 鈴木　隆仁 吉田学校町
【分水地区】
桜彩 さや 皆川　知哉 笈ケ島
然 ぜん 早川　嘉一 分水旭町五丁目
駿 しゅん 本田　正人 中島
来瑠実 くるみ 小柳　裕彦 分水向山二丁目
実玖 みく 竹内　拓 真木山
真心 まこ 遠藤　靖士 分水向陽

亡くなられた方 年齢 行政区
【燕地区】
清野　サチ 73 歳 関崎
笠原　靖信 40 歳 水道町四丁目
髙畑　ウメ 91 歳 水道町三丁目
佐藤　ネイ 68 歳 小池
磯野　礼子 68 歳 本町二丁目
坂田　嘉七 87 歳 大曲
穗苅　喜代子 82 歳 小牧
大竹　庄治 74 歳 水道町二丁目
齋田　アキ 61 歳 桜町
早川　清 69 歳 仲町
深海　千枝 59 歳 廿六木四区
土田　美智子 74 歳 小高
岡田　サキ 77 歳 西燕町
本多　美知男 79 歳 大船渡
岡村　シメ 87 歳 新生町
更科　太平 86 歳 下太田
相　　　子 71 歳 中央通四
五十嵐末次郎 75 歳 小池
岡部　謙一 77 歳 中央通五の三
関根　和夫 70 歳 小中川
立川　了 51 歳 中川
【吉田地区】
中條　太一郎 88 歳 佐渡山上組
南波　太郎 99 歳 吉田新田町
田中　雪子 78 歳 吉田東栄町
川崎　美英子 57 歳 南組
亀井　敏明 60 歳 横地
藤田　信明 65 歳 吉田大保町
近藤　久五郎 92 歳 吉田旭町三丁目
齋藤　キヨイ 75 歳 吉田旭町三丁目
【分水地区】
山崎　ウメ 81 歳 地蔵堂本町二丁目１
野崎  惣司郎 92 歳 横田
平松　馬治 89 歳 笈ケ島
池内　　　 79 歳 新堀
清水　タイ 92 歳 新堀
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▲５冊目となった「新潟児童文
学」の童話集と、義則さん、初
江さんの作品。作品のほとん
どは市内の図書館でご覧いた
だくことができます。

編
集
後
記

平成19年12月１日号 2628この広報紙は、環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を
使用しています。

vol.20

お二人は、童話創作グループ「新潟児童文学」
に所属し、会長でもある義則さんは自ら童話を
執筆する傍ら、会で発行する童話集の編集を担
当。妻の初江さんは、童話や詩を執筆するほか、
読み聞かせの活動で読書の楽しさを伝えていま
す。今月９日、文化センターで行われる「女

ひと

と
男
ひと

ふれ愛フェスタ」で「子育てフォーラム」を担
当し、童話の面白さを子どもたちに伝えたいと言
うお二人にお話を伺いました。

　
「
大
学
の
児
童
文
化
研
究
部
で
知
り
合

い
、
お
互
い
に
人
形
劇
や
口
演
童
話
を

や
っ
て
い
た
の
が
、
童
話
を
創
作
し
始
め

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」

　
そ
の
後
、
昭
和
51
年
に
仲
間
と
一
緒
に

「
新
潟
児
童
文
学
」
を
創
設
。
子
ど
も
の

文
学
を
創
造
し
続
け
て
き
た
お
二
人
の
活

動
も
、
今
年
で
30
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
年
に
数
回
、
県
内
の
あ
ち
こ
ち
か
ら

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
作
品
を
合
評
し
た

り
、
情
報
交
換
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
か
ら
も
感
想
を
い
た
だ
き
た
く
て
、
平

成
10
年
か
ら
２
年
お
き
に
童
話
集
を
発
行

し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　
昨
年
に
は
、
５
冊
目
と
な
る
『
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
ポ
ス
ト
』
を
発
刊
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
笑
顔
の
義
則
さ
ん
。
そ
ん
な
お

二
人
に
と
っ
て
、
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

声
が
何
よ
り
も
大
き
な
励
み
に
な
る
そ
う

で
す
。

　
一
方
、
初
江
さ
ん
は
７
年
ほ
ど
前
か
ら

読
み
聞
か
せ
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
「
吉
田
図
書
館
で
行
わ
れ
た
読
み
聞
か

せ
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
が
縁
で
、
友
達

と
二
人
で
「
お
話
宅
急
便
」
を
始
め
ま
し

た
。
ま
た
、
市
内
の
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー

プ
の
一
員
と
し
て
、
小
学
校
で
の
朝
読
書

や
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
お
手
伝
い
も
し
て

い
ま
す
」

　
本
を
読
ん
で
や
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
目
の
輝
き
が
違
っ
て
く
る
と
話
す
お

二
人
。

鈴木 義則 さん・鈴木 初江 さん
すずき・よしのり　65歳 ／ すずき・はつえ　64歳　吉田東町

　
「
小
さ
い
こ
ろ
は
も
ち
ろ
ん
、
字
が
読

め
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け
本

を
読
ん
で
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
大
好

き
な
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
声
と
一
緒

に
『
愛
情
』
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
り
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
本
を
通
じ
た
楽
し
い

時
を
親
子
で
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

▼
「
佐
渡
に
は
今
年
10
回

ほ
ど
行
き
ま
し
た
。
週
に

２
回
く
ら
い
は
近
く
の
海
へ
出

掛
け
ま
す
」
今
月
の
「
シ
リ
ー
ズ
ひ
と
」

に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
鈴
木
義
則
さ

ん
は
、大
の
海
釣
り
フ
ァ
ン
。
童
話
集『
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ポ
ス
ト
』
に
収
録
さ
れ
て

い
る
自
身
の
作
品
「
防
波
堤
で
の
お
も

し
ろ
い
話
」
で
は
、
海
釣
り
で
出
会
っ
た

動
物
た
ち
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
、「
畑
の
野
菜
や
、
野
山
の
花
に
触

れ
、
小
さ
な
発
見
が
で
き
て
う
れ
し
い
」

と
お
っ
し
ゃ
る
初
江
さ
ん
。
お
二
人
は
、

こ
れ
ま
で
肌
で
感
じ
た
こ
と
を
、
た
く

さ
ん
の
作
品
に
仕
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
心
温
ま
る
作
品
を
創

作
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

▼
昔
か
ら
「
地
震
・
雷
・
火
事
・
○
○
」

と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
火
災
は
と
て

も
恐
い
も
の
で
す
。
先
日
、
吉
田
庁
舎

で
も
、
火
災
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
冬
本
番
を

迎
え
、
火
災
の
発
生
す
る
可
能
性
は
高

く
な
る
で
し
ょ
う
。
と
も
小
学
校
低
学

年
の
と
き
に
近
所
が
火
災
に
な
り
、
家

族
で
避
難
し
た
の
で
す
が
、
ひ
ど
く
慌

て
て
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
身
を
暗
闇
に
ぶ

ち
ま
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
苦
い
経
験
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
緊
急
時
の
避
難

を
冷
静
に
行
う
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か

ら
火
災
に
備
え
、
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▼
先
日
、
吉
田
商
工
会
の
工
業
部
会
が

主
催
す
る
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
色
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
」。
東
洋
イ
ン
キ
製
造
㈱
の
武
田
さ
ん

か
ら
、
色
材
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し

た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
「
年

齢
や
能
力
に
関
わ
り
な
く
全
て
の
生
活

者
に
対
し
て
適
合
す
る
デ
ザ
イ
ン
」
の
こ

と
。実
践
は
困
難
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
広
報
つ
ば
め
」
と
し
て
も
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
大
切
な
課
題
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。


